
長野 将豊（ながのまさとよ）1976年埼玉生。武蔵野美術大学油絵学科で抽象画を学びながら、子ど
もに図工ワークショップを企画運営するサークルの代表をつとめる。卒業後は東京下北沢、渋谷を
中心にバンド活動に没頭。30代では埼玉・東京で中学校教員となり美術教育の研究を深める。より
よい活動拠点と生活環境を探し求めていた2013年、瀬戸内国際芸術祭を機に香川県を訪れる。豊富
な食文化、美術関連施設、穏やかな気候など香川のすべてに強く惹かれ、2016年に家族で移住。
坂出市立松山小学校での勤務を経て、香川県の公立中学校教員となる。独特な指導法で美術の面白
さと奥深さを教え広める一方で、県内を拠点にライブ活動と抽象絵画を制作、発表し続けている。

長野　将豊「眠れる世界（油彩）」（2017年）

坂出ゆかりの作家シリーズ⑮
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SAKAIDE CITY

第22代
坂出市長が
 就任

任期満了に伴う坂出市長選（5月16日投開票）で初当選を果たした

有福哲二市長が第22代坂出市長に就任しました。

有福市長は6月4日に初登庁し、職員を前に「若い人から選ばれる

まちづくりが必要。戦略的にまちづくりを行い、

魅力ある新しい坂出をつくっていきたい。」と抱負を述べました。

　
　
〜
魅
力
あ
る
選
ば
れ
る
ま
ち
に
〜

こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
、

市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
７
月
、
市
制
施
行
80
周
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
る
故
郷
「
坂
出
」
の
新
市
長
と
し
て
、
大
変
な
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

私
は
、
故
郷
「
坂
出
」
が
活
力
を
失
っ
て
い
く
様
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
坂
出
は
必
ず
生

ま
れ
変
わ
れ
る
」
と
信
じ
、「
坂
出
再
生
」
を
掲
げ
、
市
長
選
挙
へ
の
立
候
補
を
表
明
し
ま
し

た
。
選
挙
期
間
中
、
多
く
の
か
た
か
ら
の
、
ま
ち
の
姿
を
変
え
て
欲
し
い
と
い
う
切
な
る
願

い
に
触
れ
る
な
か
、
大
き
な
変
革
を
待
ち
望
む
想
い
が
い
か
に
強
い
も
の
で
あ
る
か
、
身
を

も
っ
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。

本
市
は
、
重
要
港
湾
坂
出
港
、
番
の
州
工
業
地
帯
、
本
州
四
国
連
絡
橋
な
ど
全
国
に
誇
れ

る
高
い
産
業
集
積
機
能
と
交
通
結
節
機
能
を
備
え
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
先
人
が
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
築
い
た
財
産
に
加
え
、
今
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
請
は
、
ま
ち

の
将
来
へ
の
期
待
値
を
高
め
、
次
代
を
担
う
若
い
世
代
か
ら
「
住
み
た
い
ま
ち
」
と
し
て
選

ば
れ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

本
市
の
人
口
は
昭
和
51
年
の
約
６
万
７
千
人
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
は
減
少
の
一
途
を
辿

り
、
現
在
は
約
５
万
人
と
深
刻
な
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
企
業
誘
致

は
順
調
に
進
捗
し
た
も
の
の
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
厳
し
い
現
実
を
直
視
し
、
現
状
を
漫
然
と
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
ち
の
印
象
を
活

気
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
も
の
に
刷
新
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
や
住
宅
購
入
者
が
「
ま
ち
の
価
値
」

を
選
ぶ
と
い
う
視
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。「
ま
ち
の
価
値
」
を
高

め
、
民
間
投
資
を
誘
導
す
る
基
盤
を
整
え
、
す
べ
て
の
市
民
が
誇
り
を
持
ち
、
将
来
に
夢
や

希
望
を
抱
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
と
再
生
す
る
強
い
決
意
を
持
っ
て
市
政
運
営
に

臨
む
覚
悟
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
後
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
不
透
明
な
要
素
を
多
く
は
ら
ん
で
い
ま
す
が
、
打
撃
を
受

け
た
地
域
経
済
の
回
復
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
視
点
を
持
っ
た
地
域
社

会
の
構
築
に
向
け
、
機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
速
や
か
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、「
坂
出
」
の
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
果
敢
に
進

め
る
た
め
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、
揺
る
ぎ
な
い
決
意
を
持
っ
て
全
身
全
霊
で
挑
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
。
何
卒
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

坂出市長

有福　哲二

プロフィール
有福　哲二　　昭和42年３月５日生
平成元年３月  日本大学法学部政治経済学科卒業
平成７年５月 坂出市議会議員　１期目
平成11年５月 坂出市議会議員　２期目
平成15年４月 香川県議会議員　１期目
平成19年４月 香川県議会議員　２期目
平成23年４月 香川県議会議員　３期目
平成27年４月 香川県議会議員　４期目
平成31年４月 香川県議会議員　５期目
令和３年６月 坂出市長就任　
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0877-85-3100　※電話のかけ間違いにご注意ください。
0877-85-3177
聴覚障がい等で電話が難しいかたは、FAXをご利用くだ
さい。  
必ず、氏名・接種券番号・FAX番号を明記してください。

https://jump.mrso.jp/372030/
電話等がつながりにくい場合は、コールセンター窓口（市役所本庁舎3階）で臨時受付を
しています。お手数ですが、接種券をお持ちの上ご来庁ください。

電話番号

FAX番号

WEB予約

窓口予約

市生涯学習課　 ☎44・5025　 y-sakane@city.sakaide.lg.jp

第56回 親子・一般カヌー教室
市カヌー研修センター　☎48・1885

7月18日（日）9：00～
カヌー研修センター
先着20組（2人1組）
1人500円
7月1日（木）～15日（木）

夏休み塩の実験講座「ソル・ラボ」
『Part6～塩を使ってシャーベットを作ってみよう～』

市文化振興課　☎44・5036

8月3日（火）10：00～12：00
市塩業資料館
先着10人程度  
（小学生以下は保護者同伴）
無料
7月5日（月）9：00～電話にて

時

場
定
料
申

時

場
定

料
申

伝統工芸士　神内さんの『ミニ鬼瓦教室』
7月18日（日）10：00～11：40
市民美術館研修室
小学生親子　　　　先着8組
1組500円
7月3日（土）9：00～電話にて

彫刻家　辻野さんの『木工造形教室』
8月14日（土）10：00～11：40
勤労福祉センター
小学生親子　　　　先着8組
1組500円
7月10日（土）9：00～電話にて

時

場
対 定
料
申

時

場
対 定
料
申

7月22日（祝）13：00～16：30 
①モロッコ料理を作ろう  
②ズームでモロッコと繋がろう
勤労福祉センター
小学生親子
先着10組　　　1人300円

7月26日（月）9：30～11：30 
中央公民館
小学生（3年生以下は保護者同伴）
先着10人　　　300円
暑中見舞いのはがきを描こう！

時

場
対
定 料

時

場
対
定 料
内

7月30日（金）9：30～11：40 
小学生親子
先着10組　　　無料
オンラインで一緒に作って、でき
上がったお菓子を見せ合おう

8月3日（火）9：30～11：30 
勤労福祉センター
小学生（3年生以下は保護者同伴）
先着10人　　　400円
海の中をちぎり絵で表現しよう！

時

対
定 料
内

時

場
対
定 料
内

8月4日（水）／8月11日（水）
8：30～10：15、10：30～12：15
カヌー研修センター
小学生  
（4年生以下は保護者同伴）
先着10組　　　無料

8月20日（金）9：30～12：30 
交流の里おうごし
小学生親子
先着親子25人　　　1人800円
いろんな種類のトンボや虫を見つけよう！

時

場
対

定 料

時

場
対
定 料
内

電話またはメールで申込みを受付しますが、申込は7月5日（月）の8：30～です。申込開始時間前の受け付けはできませんので、ご
注意ください。申込の際、参加者名・学年・保護者名・住所・電話番号をお伝えください。なお、新型コロナウイルス感染拡大を防止
するため、講座を中止にすることがあります。

注　

意

時 …日時 場 …場所 対 …対象 定 …定員 料 …料金 申 …申込 内 …内容 

カヌー体験

夏の親子ワークショップ

つくって学ぶ

わくわく！さかいでっこ探けん隊

市民美術館　☎45・7110

警戒レベル4を「避難指示」に一本化 市危機監理室　☎44・5023

5月20日から避難勧告が廃止され避難指示に一本化されました。
これまでの避難情報は、「避難勧告」と「避難指示（緊急）」が同じ警戒レベル4であり、違いがわかりにくいとい

う意見がありました。避難のタイミングを明確化するため、現在は警戒レベル4を「避難指示」に一本化し運用が開
始されています。避難が必要なかたは、警戒レベル4までに必ず避難しましょう。

新型コロナワクチンの一般接種について 市けんこう課　☎44・5006

64歳以下のかたのワクチン接種券を6月30日（水）に発送します。
（12歳になられるかたについては、誕生月に随時送付します。）

避難所への避難だけで
なく、安全な知人宅へ
の避難、また自宅にい
ても大丈夫かを事前に
検討しましょう。

主な変更点

警戒レベル3
「避難準備・高齢者等避難開始」
から「高齢者等避難」へ変更

警戒レベル4
「避難指示」へ一本化、「避難勧
告の廃止」

警戒レベル5
「災害発生情報」から「緊急安全
確保」へ変更

※1 市町村が災害状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※3  警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主
的に避難するタイミングです。

【予約開始日時】
○基礎疾患のあるかた、50～64歳のかた 7月 6 日（火）8：30～
○12～49歳のかた 7月13日（火）8：30～

※コールセンターは、7月10日（土）～8月1日（日）までは土日祝日も臨時開設します。
※接種会場・予約の方法により、接種日が前後しますが、ご了承ください。

受付時間

電話・FAX・窓口
8：30～17：00

WEB
24時間可能

予約の際は
接種券が必要です。
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国
保・介
護・後
期
の
納
税（
入
）通
知
書
を
発
送
し
ま
す

今
年
度
の
保
険
税
（
料
）
が
か
か
る
か
た
に
は
、
7
月
中
旬
に
各

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
通
知
書
の
2

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
納
付
方
法
欄
に
「
納
付
書
納
付
」
の

表
示
が
あ
る
か
た
は
、
同
封
の
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
年

度
の
途
中
で
、
納
付
方
法
が
年
金
天
引
き
か
ら
普
通
徴
収
（
納
付
書

払
い
／
口
座
振
替
）
に
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
通

知
書
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法
が
年
度
途
中
で
年
金
天
引
き
か
ら

納
付
書
で
の
納
付
に
切
り
替
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す

新型コロナウイルス感染症の影響で収入
が減少したこと等による保険税（料）の減免
を受けられる場合があります。
詳しくは、国保・介護の場合は市ホーム

ページを、後期の場合は香川県後期高齢者
医療広域連合のホームページをご覧くださ
い。

■詳しくは、市税務課（☎44・5004）へ

新しい国民健康保険被保険者証
を送付します
現在、国民健康保険に加入されているかたがお持ち

の被保険者証は、7月31日で有効期限が満了となりま
す。市では、8月からご使用いただく新しい国民健康保
険被保険者証（70歳～74歳の人は、「国民健康保険被
保険者証兼高齢受給者証」）を7月中に被保険者のいる
世帯主あてに送付します。
新しい被保険者証は、ピンク色となります。また、オ

ンラインでの資格確認等（マイナンバーカードの保険
証利用等）の導入に伴い、個人を識別するために、番
号に枝番が追加されています。

■詳しくは、市けんこう課（☎44・５００６）へ

 70～74歳のかた▶

◀70歳未満のかた

介護保険施設（特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・療養型病床群）
に入所されているかたへ ※ショートステイ利用者含む

所得段階および預貯金等資産要件によって、食費・居住費の自己負担額が引き下げられる制度があります。
利用される場合は、申請が必要です。また、引き続きこの制度を利用される場合は、8月末までに更新手続きが必
要です。
【申請に必要なもの】印鑑（本人・配偶者）、通帳・有価証券等（本人・配偶者名義のものすべて）
※なお、通帳の写しは直近2カ月の履歴が確認できるものを持参してください。

食費・居住費の負担限度額（1日あたり）　◆下線部の箇所が令和3年8月から変更となっています （単位：円）

利用者
負担
段階

所得要件
預貯金等
資産要件
※2

食費
【1日あたり】
（ ）はショートステイ
利用時の料金

居住費【1日あたり】
ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型個室
（特養）ショートステイ

従来型個室
（特養以外） 多床室

1
生活保護受給者 単身で1,000万円以下

夫婦で2,000万円以下 300 820 490 320 490 0

市
民
税
非
課
税
世
帯　

※
1

　老齢福祉年金受給者

2
課税年金収入額と非課税年金収入
額および合計所得金額の合計が

年間で80万円以下

単身で650万円以下
夫婦で1,650万円以下

390
（600） 820 490 420 490 370

3-①
課税年金収入額と非課税年金収入
額および合計所得金額の合計が
年間で8０万円超１２０万円以下

単身で550万円以下
夫婦で1,550万円以下

650
（1,000） 1,310 1,310 820 1,310 370

3-②
課税年金収入額と非課税年金収入
額および合計所得金額の合計が

年間で12０万円超

単身で500万円以下
夫婦で1,500万円以下

1,360
（1,300） 1,310 1,310 820 1,310 370

※1　非課税および預貯金の判定は、世帯分離した配偶者を含む　　※2　夫婦世帯では、1,000万円が配偶者の上乗せ分となる

 ■詳しくは、市かいご課（☎44・5090）へ 後期高齢者医療被保険者証を
送付します
香川県後期高齢者医療広域連合では、被保険者証の

有効期間を、毎年8月1日から7月31日までの1年間と
定めています。現在、被保険者の皆さんがお持ちの被
保険者証は、7月末で有効期限が満了となります。その
ため、8月からご使用いただく新たな被保険者証を被保
険者1人に1枚ずつ『特定記録郵便』で7月中旬以降に
「黄色い封筒」でお届けします。

■詳しくは、被保険者証に関すること
　市けんこう課（☎44・5006）へ
　制度全般に関すること
　香川県後期高齢者医療広域連合事務局（☎087・811・1866）へ

変更点 【表面】 両端が桃色から青色に変更
令 和 4 年　 7 月 31 日

令和３年  8月 1日

国民健康保険の
「医療費のお知らせ」
を送付します
「医療費のお知らせ」は、国民
健康保険で診療を受けた場合の
医療費総額をお知らせするもの
であり、年に2回、世帯主あてに
送付しています。
このたび、令和2年11月診療
分～令和3年4月診療分の「医療
費のお知らせ」のはがきを7月下
旬に送付しますのでご確認くだ
さい。
なお、はがきの再発行はでき
ませんので、確定申告等の医療
費控除に利用されるかたは大切
に保管してください。
■詳しくは、市けんこう課
 （☎44-5006）へ

心身障がい者・ひとり親家庭等の福祉医療費受給資格者証
7月下旬に8月1日から有効な受給資格者証（黄色）を送付します。有効

期限が終了した受給資格者証は、市けんこう課へ返却してください。
●子ども医療費助成受給資格者証をお持ちのかたへ
子ども医療費助成受給資格者証（緑色・青色）をお持ちのかたは、現在

の受給資格者証を継続してお使いください。
●こんな時には届出を
住所変更等で受給資格者証の記載事項に変更があった場合、加入してい

る健康保険が変わった場合
●受給資格停止通知について
心身障がい者・ひとり親家庭等医療費助成には所得制限があり、所得制

限基準額を超えるかたに「受給資格停止通知」を送付します。
●学校でのけが等での受診について
学校でのけが等での受診では受給資格者証は利用できません。医療機関

の窓口に学校でのけがであることを伝え、医療費をお支払いください。そ
の後、学校を通じて「日本スポーツ振興センター災害共済給付制度」（以
下「スポーツ保険」）の申請手続きをお願いします。
スポーツ保険の給付基準に該当しない場合は、子ども医療費・ひとり親

家庭等医療費・心身障害者医療費のいずれかの医療費として市けんこう課
へ申請してください。
■詳しくは、市けんこう課（☎44・5006）へ

納付書納付の表示があるかたは、納付書を同封しています。

年金天引 普通徴収

令和3年度 2ページ目

2ページ目

普通徴収年金天引

令和  3

納付書納付の表示があるかたは、納付書を同封しています。

年金天引 普通徴収

2ページ目

令和

◆ 第3段階の所得要件のうち、「課税年金収入額と非課税年金収入額および合計所得金額の合計が年間で」の
部分について金額が『80万円超120万円以下』および『120万円超』の2種類に細分化されます。
◆第2段階および第3段階の食費が変更となります。

令和3年8月から、利用者負担段階の第3段階が細分化され、食費が変わります！
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沙
弥
島
ナ
カ
ン
ダ
浜
駐
車
場 

夏
季
期
間
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

沙
弥
島
周
辺
の
下
記
の
期
間
に
お
け
る
混
雑

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
、
ナ
カ
ン

ダ
浜
駐
車
場
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

期
間　

７
月
１
日
（
木
）
〜
８
月
31
日
（
火
）

※ 

な
お
、
今
年
は
沙
弥
島
西
ノ
浜
の
海
水
浴
場

の
海
開
き
を
行
い
ま
せ
ん
。
海
水
浴
場
駐
車

場
も
開
設
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
沙
弥
島
を
訪

れ
る
か
た
は
、
瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
な
ど
、

近
隣
の
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
島
内

へ
の
車
両
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
文
化
振
興
課

 

（
☎
44
・
５
０
３
６
）へ

口
座
振
替
は
じ
め
ま
す
！

8
月
か
ら
し
尿
く

み
取
り
手
数
料
の
支

払
い
方
法
に
口
座
振

替
を
追
加
し
ま
す
。

し
尿
券
で
の
お
支

払
い
も
引
き
続
き
で

き
ま
す
が
、『
安
心
・
便
利
・
確
実
』
な
口
座
振

替
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
生
活
課

 

（
☎
46
・
４
５
０
３
）へ

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意
を
!!

梅
雨
が
明
け
て
気
温
が
上
昇
す
る
と
、
外
来

種
の
「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
が
活
発
に
活
動
を

始
め
ま
す
。
攻
撃
性
も
な
く
お
と
な
し
い
ク
モ

で
す
が
、
毒
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
注
意
が
必

要
で
す
。

素
手
で
は
絶
対
に
触
ら
ず
、
市
販
の
殺
虫
剤

を
か
け
る
か
、
靴
で
踏
み
つ
ぶ
し
て
駆
除
し
て

く
だ
さ
い
。
咬
ま
れ
た
と
き
は
、
針
で
刺
さ
れ

た
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
、
そ
の
後
、
咬
ま
れ
た

ま
わ
り
が
腫
れ
、
赤
く
な
り
ま
す
。
た
だ
ち
に

水
道
水
で
洗
い
、
患
部
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

悪
化
す
る
と
、
全
身
症
状
（
吐
き
気
、
さ
む
け

等
）
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
患
部

を
冷
や
し
な
が
ら
、
た
だ
ち
に
病
院
へ
行
き
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
発
見
し
た
場
合
は
、
市
産
業
課
ま
た

は
県
み
ど
り
保
全
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
産
業
課

 

（
☎
44
・
５
０
１
２
）へ

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

・ 

農
薬
使
用
基
準
（
適
用
作
物
、
使
用
量
、
希

釈
倍
数
、
使
用
時
期
、
使
用
回
数
）
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

・ 

農
薬
の
飛
散
を
減
ら
す
た
め
、
散
布
時
の
基

本
的
事
項
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

住
宅
地
周
辺
で
は
農
薬
の
飛
散
防
止
対
策
を

立
て
、
周
辺
住
民
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

農
薬
を
販
売
す
る
と
き
に
は
、
登
録
の
あ
る

農
薬
を
扱
う
と
と
も
に
、
購
入
者
が
適
正
に

使
用
す
る
よ
う
、
正
し
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

■
詳
し
く
は
、
市
産
業
課

 

（
☎
44
・
５
０
１
２
）へ

７
月
は
強
調
月
間
で
す

第
71
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

 

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

あ
や
ま
ち
か
ら
の
立
ち

直
り
を
支
え
て
い
け
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
、
自
分

に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
、

皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
詳
し
く
は
、
市
ふ
く
し
課

 

（
☎
44
・
５
０
０
７
）へ

第
４
次
坂
出
市
子
ど
も
読
書
活
動 

推
進
計
画（
案
）へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク 

コ
メ
ン
ト
の
募
集
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
に

策
定
し
た
第
３
次

坂
出
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画

の
計
画
期
間
満
了

に
よ
り
、
新
た
な

５
年
間
の
各
種
施

策
を
よ
り
よ
い
も

の
に
す
る
た
め
、

第
４
次
推
進
計
画

（
案
）
を
公
表
す
る
と
と
も
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
７
月
21
日（
水
）〜
8
月
20
日（
金
）

閲
覧
方
法　

 

図
書
館
・
市
文
化
振
興
課
・
各
出

張
所
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象
者

・ 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

・ 

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
か

た
、
法
人
そ
の
他
の
団
体

・ 

市
内
の
事
務
所
、
事
業
所
に
勤
務
ま
た
は
市

内
の
学
校
に
在
学
す
る
か
た

・ 

そ
の
他
、
本
計
画
に
利
害
関
係
を
有
す
る
か

た
、
法
人
そ
の
他
の
団
体

提
出
方
法

所
定
の
様
式
（
そ
れ
以
外
も
可
）
に
住
所
と

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
記
入
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■ 

詳
し
く
は
、
大
橋
記
念
図
書
館 

 

（
☎
45
・
６
６
７
７
、

45
・
６
６
７
８
、

 
library@

city.sakaide.lg.jp

）へ

与島 鍋島灯台の敷地を開放します

　与島にある鍋島灯台の敷地入り口の鍵を開放します。敷地
内には自由に出入りできますが、以下の注意事項を守ってくだ
さい。
日　時　　7月1日（木）～当面の期間

○灯台施設に損傷、落書等をしないでください。
○敷地内は火気厳禁です。
○ゴミは持ち帰ってください。

※ 守られない場合は、開
放を取りやめます。

高松海上保安部交通課　☎087・821・7012

～今年は7月4日が坂出市ラジオ体操の日～

第7回　ラジオ体操大会

　今年のラジオ体操大会は西庄小学校で開催！
　申込は必要ありません。どなたでも参加可能で、記念品もご
用意しています。この機会にラジオ体操講師のかたから正しい
ラジオ体操を学んでみませんか？
日　時　 7月4日（日）  

ラジオ体操大会　　　10：00～10：20  
ラジオ体操講習会　　10：20～12：00

場　所　西庄小学校体育館
駐車場　西庄小学校運動場
持ち物　 体育館シューズ等、

タオル、飲み物
ゲスト　さかいでまろ（予定）

市生涯学習課　☎44・5025

沙弥島ナカンダ浜駐車場は
夏季の間、駐車できません。

ナカンダ浜

令和3年度
坂出市ラジオ体操週間
　本市では、市民の健康増進や世代を越えた交流促進を目的として、ラジオ体操を普及推進

しています。7月18日（日）から24日（土）の1週間を「坂出市ラジオ体操週間」としており、

小学生を中心に市内各地で朝のラジオ体操が盛んに行われています。地元のラジオ体操に参

加して、気持ちの良い1日を過ごしましょう！

　また、毎朝6時30分からラジオ体操放送が自動で

流れるラジオ体操広場が、坂出駅前市民広場・坂出

小学校運動場・林田町総社神社境内・川津小学校運

動場・金山集会所に、また、東大浜緑地・高屋沖公

民館にはミニ広場が開設されています。こちらの会

場にもぜひ参加して健幸生活を始めてみませんか。

 市生涯学習課　☎44・5025

75歳・80歳の歯科健診が始まります
「オーラルフレイル」という言葉をご存じですか？「オーラルフレイル」は、歯や口に関
する”ささいな衰え”を放置することで、口の機能低下、食べる機能の障害、さらには心身の
低下につながる状態のことです。「オーラルフレイル」は、フレイルの前段階であるため、ま
ずはご自身のお口に関心を持っていただき、適切な予防をすることが大切です。
歯科健診は、歯の本数や状態、歯周病のチェックをするだけでなく、食べ物を噛む力や飲
み込む機能、舌や唇を使って食べ物を取り込む機能の低下などを調べます。お口の状態を知
ることは、ご自身の健康状態を知ることになります。

定期的に歯科健診を受け、健康長寿を目指しましょう！
令和3年4月1日時点で75 歳（昭和20年4月2日～昭和21年4月1日）のかた、および80歳（昭和15年4月2日
～昭和16年4月1日）のかたは、後期高齢者医療制度で歯科健診を無料で受けることができます。
対象者には広域連合から受診券を発送しますので、自分のお口の状態を知るためにも必ず受診しましょう。
 ■詳しくは、香川県後期高齢者医療広域連合事務局（☎087・811・1866）へ
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新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、掲載イベント等の開催を中止・延期する場合があります。



令和3年度 　自治会役員一覧（敬称略）

西 

部

◇
御
供
所
北

正
　
中
野

　
富
夫

副
　
川
崎
　
泰
弘

〃
　
松
岡
　
満
雄

〃
　
網
野

　
末
博

◇
御
供
所
中
央

正
　
宮
本
　
　
操

副
　
濱
本

　
恭
一

〃
　
三
木

　
繁
明

〃
　
花
井

　
哲
雄

◇
御
供
所
東

正
　
合
田

　
美
彦

副
　
宮
武

　
順
市

〃
　
木
曽
真
佐
子

◇
緑
町

正
　
𠮷
田

　
耕
一

副
　
浅
野
　
雅
史

◇
常
盤
町

正
　
前
谷

　
義
朗

副
　
好
井

　
嗣
郎

◇
西
大
浜
西
部

正
　
多
田
羅

　
隆

副
　
森
髙

　
浩
嗣

〃
　
柴
田
　
勝
俊

◇
田
尾

正
　
石
谷

　
　
均

副
　
唐
渡
　
恒
幸

◇
八
幡
団
地

正
　
上
戸

　
浅
男

副
　
中
川
　
靜
代

◇
内
浜
西

正
　
野
田

　
　
延

副
　
岩
井

　
孝
俊

〃
　
大
石

　
徳
壽

〃
　
香
川

　
佳
久

〃
　
掛
水

　
　
淳

〃
　
谷
本

　
光
伸

◇
内
浜
中

正
　
楠

　
　
正
幸

副
　
荒
井
　
　
博

〃
　
米
澤

　
道
夫

〃
　
虫
本

　
利
久

◇
内
浜
東

正
　
松
川
　
康
廣

副
　
森
川

　
正
文

〃
　
冨
田

　
　
修

〃
　
稲
生
　
　
稔

◇
此
花
西

正
　
和
唐

　
俊
範

副
　
尾
崎

　
　
勲

〃
　
津
島
　
　
浩

〃
　
山
地
　
信
一

◇
此
花
町
東

正
　
藤
村
　
伸
夫

副
　
中
山
　
尚
昭

〃
　
山
本

　
光
典

◇
西
通
中

正
　
新
谷
　
宗
雄

副
　
黒
木

　
伸
二

〃
　
濵
本

　
国
彦

◇
西
通
三
区

正
　
藤
川

　
正
博

副
　
別
所

　
昭
俊

◇
西
通
四
区

正
　
宮
本
　
浩
詔

副
　
北
浜

　
裕
子

◇
西
松
町

正
　
佐
野
　
憲
一

副
　
立
石

　
泰
彦

〃
　
宮
崎

　
　
悟

〃
　
松
野
テ
ル
子

◇
ハ
イ
ツ
白
金

正
　
安
藤
真
知
子

副
　
阿
河

　
正
徳

◇
新
富
町

正
　
杉
本
真
理
子

副
　
好
井
美
佐
子

◇
新
浜
一
区

正
　
山
下

　
孝
一

副
　
田
邉

　
留
男

〃
　
西
川

　
一
夫

◇
新
浜
二
区

正
　
楠

　
　
秀
樹

副
　
後
藤
由
美
子

〃
　
中
山

　
博
文

◇
新
浜
三
区

正
　
木
田

　
泰
行

副
　
多
田
羅
善
弘

〃
　
森
　
　
孝
雄

〃
　
石
井
　
幸
児

◇
新
浜
四
区

正
　
米
田
　
　
豊

副
　
田
渕
　
照
人

◇
青
葉
町

正
　
冨
永

　
雅
人

副
　
神
余
　
智
夫

〃
　
大
西
　
健
三

〃
　
高
島

　
洋
治

◇
松
風
町

正
　
藤
井
　
　
曈

副
　
稲
田

　
茂
樹

◇
学
園
通
り

正
　
渡
辺
　
悦
子

副
　
山
田
千
津
子

◇
松
風
南

正
　
茨

　
　
正
之

副
　
日
髙
眞
理
子

◇
富
士
見
四

正
　
塩
﨑
　
　
豊

副
　
中
川

　
浩
一

〃
　
中
上

　
里
司

◇
古
戦
場

正
　
宮
﨑
伸
乃
亮

副
　
宮
武

　
秀
治

◇
西
山

正
　
上
総
　
武
夫

副
　
尾
田

　
明
則

〃
　
小
林

　
昌
彦

〃
　
西
山

　
廣
文

◇
池
園
町

正
　
小
田

　
象
三

副
　
田
井

　
博
幸

〃
　
米
田
　
玲
子

◇
池
園
南

正
　
美
馬

　
広
樹

副
　
内
山

　
悟
志

◇
小
山

正
　
山
下

　
京
子

副
　
久
保

　
　
満

◇
小
山
町

正
　
長
尾

　
健
司

副
　
西
岡
つ
ぼ
み

◇
小
山
中
央

正
　
尾
立

　
昭
子

副
　
松
永
早
百
合

中 

央

◇
富
士
見
南

正
　
前
場

　
憲
夫

副
　
田
辺

　
昌
寛

◇
富
士
見
中

正
　
安
藤

　
晃
次

副
　
越
後

　
昭
信

◇
富
士
見
北

正
　
福
濵

　
孝
江

副
　
松
永

　
　
豊

◇
梅
園
町

正
　
網
干

　
文
男

副
　
東
滝

　
　
哲

〃
　
河
﨑

　
博
一

◇
本
町

正
　
國
時

　
忠
能

副
　
高
須

　
美
光

◇
本
町
南

正
　
森
田

　
　
久

副
　
江
戸
加
代
子

◇
本
町
北

正
　
富
野
　
　
稔

副
　
中
村

　
桂
子

◇
寿
町
中
央

正
　
阿
河
　
直
人

副
　
眞
鍋

　
　
保

◇
鍛
冶
屋
町

正
　
井
上
　
照
也

副
　
亀
井

　
勝
彦

◇
西
幸
町

正
　
多
田
羅
章
夫

副
　
原
　
　
　
勤

◇
幸
町

正
　
廣
瀬
　
康
司

副
　
三
木
　
龍
一

〃
　
田
尻

　
久
和

◇
文
明
町

正
　
金
﨑
　
修
一

副
　
西
川

　
俊
夫

〃
　
山
村
富
美
子

◇
明
神
町

正
　
植
原

　
　
泰

副
　
中
川

　
正
孝

◇
宮
下
通

正
　
竹
田
　
義
信

副
　
中
澤

　
敏
子

〃
　
宮
本

　
浩
和

〃
　
立
石

　
昌
孝

〃
　
井
上

　
和
男

◇
築
港
町

正
　
岡
﨑

　
政
人

副
　
松
浦

　
武
則

〃
　
桑
原
　
基
紀

◇
海
岸
町

正
　
佐
藤

　
浩
二

副
　
髙
木
　
正
文

〃
　
山
下
　
舟
穂

◇
中
央
町
東

正
　
谷
本
　
和
孝

副
　
榊
　
　
和
行

◇
中
央
町
北
通
り

正
　
関
　
　
悠
介

副
　
吉
屋
　
秀
昭

〃
　
津
村

　
　
憲

◇
港
町
北

正
　
綾
　
　
町
子

副
　
楠
本
　
芳
平

◇
港
町
南

正
　
河
井
　
利
夫

副
　
髙
木
　
一
生

◇
芝
居
町

正
　
詫
間
永
知
子

副
　
上
岐
　
　
隆

〃
　
奥
村

　
庸
明

◇
大
黒
町

正
　
福
岡
千
惠
子

副
　
髙
木
裕
美
子

◇
鉄
砲
町

正
　
川
西
　
賢
作

副
　
髙
木
　
正
友

〃
　
多
田
羅
耕
治

◇
自
由
町

正
　
十
河
　
隆
一

副
　
須
崎

　
栄
一

〃
　
多
田
羅
正
博

◇
松
ノ
中

正
　
滝

　
　
雅
之

副
　
荒
木

　
　
稔

〃
　
山
地

　
里
美

◇
松
ケ
枝

正
　
堀
井

　
唯
志

副
　
二
場

　
　
悟

◇
東
通
町
東

正
　
福
田
　
吉
孝

副
　
山
田

　
年
彦

◇
本
通

正
　

鍋
　
宏
治

副
　
阿
河
　
　
修

〃
　
田
中
貴
代
子

◇
田
町

正
　
川
野
　
義
広

副
　
好
多
　
義
和

〃
　
武
丸

　
真
夫

〃
　
須
﨑

　
文
彦

◇
駒
止
町

正
　
田
尾
　
淳
弥

副
　
中
腰

　
昭
道

〃
　
荒
木

　
　
聰

◇
駒
止
町
二

正
　
篠
原

　
正
樹

副
　
海
野

　
誠
一

〃
　
三
木
　
信
行

◇
西
大
浜
南

正
　
松
本

　
茂
美

副
　
浅
野

　
昭
博

〃
　
森
宗
　
　
正

〃
　
前
田

　
敬
昭

〃
　
⻆
田

　
一
義

◇
公
務
員
坂
出
住
宅

正
　
藤
本
　
清
貴

副
　
峯
苫

　
玄
弥

◇
本
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正
　
入
口
　
邦
子

副
　
古
川

　
美
香

〃
　
高
尾

　
政
則

〃
　
中
尾
た
け
子

◇
坂
出
第
二
住
宅

正
　
明
神

　
　
秀

副
　
藤
本

　
剛
志

◇
西
大
浜
南
香
川
タ
ウ
ン

正
　
吉
川

　
博
司

副
　
石
井

　
正
己

東 

部

◇
駅
前

正
　
堀
瀬
　
一
男

副
　
宮
武
　
孝
一

◇
新
京
町

正
　
高
岡
　
敬
子

副
　
寺
井
　
貞
徳

〃
　
高
岡

　
　
薫

〃
　
植
塚

　
正
美

◇
新
町

正
　
島
田
　
善
光

副
　
多
田
羅
良
弘

◇
新
開
町

正
　
番
正
　
道
男

副
　
溝
渕

　
　
督

◇
天
神
町

正
　
古
賀
　
清
貴

副
　
大
西

　
孝
一

◇
久
米
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正
　
小
林

　
利
彦

副
　
藤
井

　
浩
二

〃
　
鈴
木
　
克
志

◇
久
米
町
西

正
　
佐
藤

　
　
徹

副
　
横
井
　
賢
次

〃
　
溝
渕
　
　
厚

◇
久
米
町
北

正
　
和
田

　
弘
行

副
　
樋
口

　
正
敏

〃
　
髙
木

　
嘉
尚

〃
　
岑
永

　
佳
隆

〃
　
松
本

　
昌
明

◇
室
町
北

正
　
山
中

　
浩
史

副
　
石
垣

　
敏
郎

〃
　
新
谷
五
十
雄

◇
京
町
北

正
　
棚
田

　
康
広

副
　
宮
崎

　
哲
夫

〃
　
湖
崎
　
眞
二

◇
京
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正
　
辻

　
　
悦
子

副
　
宮
本
　
洋
子

◇
久
米
町
第
一

正
　
秋
山

　
義
行

副
　
吉
田
　
史
朗

〃
　
竹
田
加
代
子

◇
久
米
町
第
二

正
　
髙
都

　
孝
一

副
　
山
田
　
敬
一

〃
　
須
﨑
千

子

◇
久
米
町
第
三

正
　
門
　
　
　
修

副
　
高
藤

　
勝
義

〃
　
竹
田

　
正
子

◇
久
米
町
第
四

正
　
佐
々
木
方
彦

副
　
島
崎

　
昭
夫

〃
　
国
元

　
益
賢

〃
　
吉
田
紀
美
代

◇
昭
和
団
地

正
　
片
山

　
　
淳

副
　
仁
科
　
芳
嗣

◇
グ
ラ
ン
ド
ー
ル
昭
和

正
　
西
山
　
和
江

副
　
遠
藤

　
圭
子

〃
　
鐘
居

　
　
聰

◇
旭
町
南

正
　
小
泉

　
　
聰

副
　
奈
良

　
健
一

〃
　
後
藤
ケ
イ
子

自

会

労

を

彰

治

功

者

表

　

令
和
3
年
5
月
24
日
、
自
治
会
運
営
に
功
労
の
あ
っ
た
28
人
に
市
長
感
謝
状
が
、
ま
た
、
26
人

に
市
連
合
自
治
会
長
表
彰
状
が
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

市
長
感
謝
状
受
賞
者

市
長
感
謝
状
受
賞
者

●
特
別
永
年
功
労
（
会
長
歴
30
年
）

地
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

東
部
笠
山
通
り

森
　
川

　
美

　
樹

●
特
別
功
労
（
会
長
歴
15
年
）

地
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

西
部
小
山
中
央

尾
　
立

　
昭

　
子

与
島
櫃

石

池
　
田

　
　
　
勉

●
永
年
功
労
（
会
長
歴
10
年
）

地
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

中
央
文

明

町

金
　
﨑

　
修

　
一

東
部
中
新
通
町
中

小
　
坂

　
雅

　
洋

府
中
桜

ヶ

丘

尾
　
﨑

　
正

　
明

松
山
大
屋
冨
町
須
加
中
央

香
　
川

　
幸

　
夫

市
連
合
自
治
会
役
員
名

市
連
合
自
治
会
役
員
名

市
連
合
自
治
会
長

市
連
合
自
治
会
長

表
彰
状
受
賞
者
　

表
彰
状
受
賞
者
　

●
５
年
表
彰
（
会
長
歴
５
年
）

地
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

西
部

〃
中
央

〃〃〃
東
部

〃〃〃〃〃
金
山

加
茂

〃〃
府
中

〃〃
松
山

〃

松

風

南

小

山

本

町

北

明

神

町

松

ヶ

枝

本
町
マ
ン
シ
ョ
ン

新

町

京
町
マ
ン
シ
ョ
ン

久
米
町
第
四

昭
和
団
地

西
新
通
町

谷

町

西

一

文

字

山
の
神
下

鴨

庄

南

鴨

庄

北

南

前

谷

迯

田

南

谷

大
屋
冨
町
新
地

大
屋
冨
町
川
端

齋
　
藤

　
茂

　
樹

河
　
内

　
三
千
尋

富
　
野

　
　
　
稔

植
　
原

　
　
　
泰

堀
　
井

　
唯

　
志

馬
　
場

　
清

　
一

島
　
田

　
善

　
光

辻
　
　
　
悦

　
子

佐
々
木

　
方

　
彦

片
　
山

　
　
　
淳

鎌
　
田

　
敏

　
夫

山
　
地

　
輝

　
明

山
　
下

　
麻

　
次

竹
　
安

　
輝

　
美

髙
　
橋

　
和

　
彥

大
　
石

　
康

　
夫

羽
　
床

　
　
　
智

赤
　
尾

　
康

　
造

石
　
川

　
一

　
郎

木
　
下

　
勝

　
之

髙
　
橋

　
靖

　
幸

地
区

自
治
会
名

氏
　
　
名

西
部

〃〃
中
央

〃
東
部

〃〃
金
山

〃
西
庄

〃
林
田

〃
加
茂

〃
与
島

〃
府
中

〃
川
津

〃
松
山

〃
王
越

〃

松

風

南

御
供
所
中
央

新
浜
三
区

寿
町
中
央

東
通
町
東

旭

町

南

久
米
町
北

谷
町
中
央

笠

指

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

庄

八
十
場
南

浜

中

須

賀

鴨

庄

北

仏

願

櫃

石

沙

弥

西
福
寺
東

新

宮

井
手
ノ
上
東

蓮

尺

南

中

北

鎹

西
分
第
二

木
沢
四
区
東

谷
　
川
　
眞
　
道

坂
　
入
　
修
　
二

石
　
原
　
正
　
俊

増
　
井

　
洋

　
一

三
　
土

　
清

　
子

後
　
藤

　
ケ
イ
子

岑
　
永

　
佳

　
隆

郡
　
司

　
恒

　
夫

北
　
　
　
愼

　
一

齋
　
藤

　
月

　
子

田
　
川

　
壽

　
一

平
　
井

　
恒

　
雄

明
　
石

　
正

　
子

野
　
田

　
忠

　
昭

前
　
田

　
昌

　
治

𠮷
　
田

　
　
　
茂

丸
　
本

　
啓

　
子

濵
　
邊

　
奈
津
美

⻆
　
野

　
之

　
泰

大
　
野

　
利

　
勝

佐
　
藤

　
惠

　
一

佐
々
木

　
清

　
隆

河
　
邊

　
信

　
賀

要
　
　
　
敬

　
三

向
　
畑

　
照

　
男

北
　
山

　
定

　
男

役
職
名

地
区

氏
　
　
　
名

会

長

副 

会 

長
〃〃

会
計
監
事

〃
理

事
〃〃〃〃〃

松

山

与

島

中

央

林

田

東

部

川

津

西

部

金

山

西

庄

加

茂

府

中

王

越
藤
　
井
　
正
　
和

池
　
田
　
　
　
勉

松
　
本
　
茂
　
美

松
　
原
　
秀
　
𠮷

和
　
田

　
弘

　
行

入
　
江

　
正

　
憲

木
　
田

　
泰

　
行

髙
　
木

　
健
一
郎

河
　
合

　
幹

　
夫

大
　
石

　
康

　
夫

赤
　
尾

　
康

　
造

北
　
山

　
　
　
穣

―
令
和
３
年
度
―

役
職
名

地
区

氏
　
　
名

会
　
長

松
　
山

松
浦

　
佳
子

副
会
長

中
　
央

多
田
羅
廣
子

副
会
長

瀬
　
居

佐
野
伊
勢
子

副
会
長
・
会
計

王
　
越

木
下

　
恵
子

副
会
長

西
　
庄

大
林

　
市
子

会
　
計

金
　
山

多
田
羅
日
出
子

監
　
査

川
　
津

山
下

　
礼
子

書
　
記

林
　
田

齊
藤
美
智
子

書
　
記

東
　
部

鎌
田
千
代
江

監
　
査

西
　
部

津
山

　
京
子

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
役
員
名

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
役
員
名

〃
　
彦
江
　
邦
雄

〃
　
日
隅
　
𠮷
彦

◇
旭
町
北

正
　
大
林
　
義
幸

副
　
今
井
　
里
美

〃
　
山
田

　
正
夫

〃
　
吉
田

　
晃
三

〃
　
亀
田

　
良
則

◇
旭
町
東

正
　
来
田

　
憲
周

副
　
西
山

　
幸
子

◇
横
津
南

正
　
丸
岡

　
豊
和

副
　
黒
原

　
忠
雄

〃
　
石
井
二
三
男

◇
横
津
北

正
　
高
木

　
健
二

副
　
坂
口

　
一
夫

〃
　
松
本
　
隆
幸

◇
東
新
通
町

正
　
上
原

　
教
子

副
　
篠
田
ま
ゆ
み

◇
南
新
通
町

正
　
山
下

　
浩
一

副
　
山
下
広
一
郎

〃
　
栗
阪
　
健
次

〃
　
小
西

　
鋭
長

◇
北
新
通
町

正
　
鳥
飼
　
年
幸

副
　
泉

　
由
佳
子

◇
中
新
通
町
東

正
　
大
庫
　
隆
雄

副
　
亀
井

　
　
俊

◇
中
新
通
町
中

正
　
小
坂

　
雅
洋

副
　
多
田
羅
和
男

〃
　
福
田

　
照
久

◇
西
新
通
町

正
　
鎌
田
　
敏
夫

副
　
洲
崎

　
隆
美

◇
笠
山
通
り

正
　
森
川
　
美
樹

副
　
中
井
　
秀
明

〃
　
藤
田

　
洋
士

◇
谷
町
南

正
　
山
越
　
宏
一

副
　
福
島

　
達
郎

◇
谷
町
東

正
　
水
本
　
清
隆

副
　
山
田
　
茂
樹

〃
　
大
山

　
末
典

〃
　
山
地

　
光
男

〃
　
佐
藤
　
　
清

◇
谷
町
西

正
　
山
地

　
輝
明

副
　
瀬
川
　
秀
治

〃
　
奈
良
　
博
史

〃
　
髙
木

　
良
彦

◇
谷
町
中
央

正
　
岡
　
　
久
賀

副
　
和
田

　
光
由

〃
　
寒
川

　
勝
寛

〃
　
尾
松

　
浩
造

◇
新
谷
町

正
　
川
邉
眞
理
子

副
　
三
木

　
賢
一

〃
　
菊
野
千
鶴
子

〃
　
小
野
　
有
香

◇
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
昭
和
町

正
　
簀
戸
富
美
子

副
　
山
田

　
雅
子

〃
　
岡
本

　
幸
代

金 

山

◇
大
池
町

正
　
藤
原

　
恒
德
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副
　
鎌
田

　
勝
美

◇
大
池
東

正
　
山
本

　
隆
文

副
　
横
洲
　
眞
司

◇
笠
指

正
　
泉
　
　
武
利

副
　
北
　
　
愼
一

〃
　
泉
本

　
正
樹

◇
笠
指
五
区

正
　
矢
野

　
雅
子

副
　
中
川

　
喜
光

◇
福
江
一
中
央

正
　
児
島

　
良
夫

副
　
新
延
　
信
男

〃
　
勝
亦
　
陽
子

◇
福
江
二
北

正
　
勝
亦
　
正
美

副
　
辻
　
　

宏

◇
福
江
二
西

正
　
東
條

　
博
文

副
　
三
好

　
孝
幸

〃
　
三
野
　
正
喜

◇
福
江
南

正
　
堂
下

　
澄
子

副
　
上
里
　
和
照

◇
福
江
東

正
　
都
崎

　
　
理

副
　
宮
内
　
　
章

〃
　
中
村
　
和
滋

◇
福
江
中

正
　
岩
﨑

　
郁
夫

副
　
山
本
　
　
功

◇
福
江
西

正
　
織
部

　
英
樹

副
　
竹
本
比
呂
志

◇
新
開
金
山

正
　
髙
木
健
一
郎

副
　
若
谷

　
修
治

〃
　
山
下

　
　
恵

◇
南
條

正
　
⻆
本
　
武
司

副
　
南
条
　
正
樹

◇
江
尻
西
条

正
　
田
中
　
良
三

副
　
柳
原

　
金
一

◇
江
尻
東
条

正
　
宮
西

　
廣
一

副
　
鎌
谷

　
清
孝

◇
江
尻
町
中

正
　
沢
井

　
利
夫

副
　
柳
原
　
峰
雄

◇
江
尻
新
田

正
　
塩
崎

　
壽
夫

副
　
大
林
　
幹
明

◇
一
文
字

正
　
網
野

　
信
市

副
　
網
野
　
光
夫

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

正
　
瀨
尾
　
康
昭

副
　
楓
　
　
純
子

◇
金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

正
　
西
尾

　
　
泉

副
　
安
藤
　
信
之

◇
新
江
尻

正
　
村
田

　
　
勝

副
　
松
岡
　
一
治

◇
江
尻
北

正
　
大
北

　
倍
弘

副
　
大
北
　
　
勝

西 

庄

◇
原正

　
河
合
　
幹
夫

副
　
川
北

　
泰
弘

◇
庄正

　
三
好

　
寿
和

副
　
中
西
　
尚
倫

〃
　
田
川
　
壽
一

◇
城
山

正
　
堀
　
　
光
男

◇
大
町

正
　
柴
﨑

　
龍
治

◇
醍
醐
南

正
　
荒
井
　
秀
樹

副
　
高
倉

　
俊
次

〃
　
荒
井

　
孝
範

◇
醍
醐
北

正
　
大
藤

　
好
枝

副
　
大
山

　
勝
江

〃
　
山
条
　
宏
彰

◇
八
十
場

正
　
香
川

　
光
廣

副
　
中
村
　
康
男

〃
　
柳
口
　
　
茂

◇
八
十
場
南

正
　
出
口

　
昭
平

副
　
平
井
　
恒
雄

〃
　
矢
野

　
富
男

〃
　
野
村

　
利
夫

〃
　
井
上

　
　
修

◇
八
十
場
西

正
　
上
村

　
安
夫

副
　
前
川

　
鈴
世

◇
別
宮

正
　
田
中

　
正
廣

副
　
小
谷

　
　
修

林 

田

◇
港
一
区

正
　
綾
野
　
健
治

副
　
津
島
富
美
夫

〃
　
田
中

　
秀
治

〃
　
川
原

　
一
夫

〃
　
阿
河
　
広
次

〃
　
小
田
　
鶴
司

〃
　
塩
田
　
武
夫

◇
港
二
区

正
　
浜
﨑

　
　
均

副
　
松
尾

　
勝
彦

〃
　
鳥
井

　
一
彦

〃
　
冨
家

　
武
博

〃
　
大
野
喜
美
雄

〃
　
米
沢

　
一
明

◇
港
三
区

正
　
森
内

　
義
照

副
　
新
谷

　
　
繁

〃
　
南
木
　
正
輝

◇
港
四
区

正
　
浜
崎

　
　
勝

副
　
松
尾
　
　
潔

〃
　
松
永
　
　
稔

〃
　
登
倉

　
正
数

〃
　
大
野

　
泰
平

〃
　
富
永
　
恭
平

◇
上
林
田

正
　
末
澤

　
　
進

副
　
末
澤
　
健
一

〃
　
竹
内
　
久
喜

〃
　
河
井

　
壽
夫

◇
新
開

正
　
佐
藤
　
昭
雄

副
　
猪
熊

　
　
忍

〃
　
宮
崎

　
徹
也

◇
須
賀

正
　
高
島

　
　
学

副
　
境

　
　
武
士

〃
　
山
本
　
髙
弘

〃
　
山
地
　
立
治

◇
西
梶
川
原

正
　
平
尾

　
数
則

副
　
平
尾
　
和
幸

◇
西
梶
川
向

正
　
杉
下

　
佳
久

副
　
八
田

　
　
稔

◇
西
梶
中

正
　
中
西

　
晃
次

副
　
原
田

　
昌
和

◇
総
社

正
　
松
原
　
秀
𠮷

副
　
石
岡
　
英
夫

〃
　
武
川
　
健
一

〃
　
北
村
　
邦
義

◇
大
洲

正
　
阿
部
　
順
造

副
　
松
浦

　
正
美

〃
　
髙
橋

　
　
司

〃
　
青
木
　
干
城

〃
　
小
早
川
敏
夫

◇
中
川
原

正
　
中
條
　
光
俊

副
　
城
山
　
廣
司

◇
東
梶

正
　
冨
岡

　
利
昭

副
　
野
角
　
明
久

〃
　
正
木

　
　
昇

〃
　
若
杉

　
輝
久

〃
　
綾

　
　
健
司

◇
浜
西

正
　
松
下

　
文
明

副
　
倉
掛

　
茂
樹

〃
　
大
塚
　
和
義

◇
浜
中

正
　
丸
形

　
雄
三

副
　
濱
岡
　
幸
一

〃
　
明
石
　
光
喜

〃
　
富
家

　
有
樹

◇
片
山

正
　
𠮷
田
　
佳
弘

副
　
中
井

　
　
敬

〃
　
松
下

　
　
進

◇
北
庄
司

正
　
福
家

　
朗
夫

副
　
山
本

　
義
典

〃
　
橋
本

　
達
夫

◇
北
須
賀

正
　
粟
田
　
真
二

副
　
猪
熊
　
良
昭

〃
　
山
下
　
浩
二

◇
立
石

正
　
樋
本

　
保
男

副
　
中
浦
孝
太
郎

〃
　
北
村

　
重
徳

◇
林
田
団
地

正
　
松
浦

　
　
清

副
　
小
松
原
栄
二

加 

茂

◇
仏
願

正
　
楠
井
　
雅
幸

副
　
来
田
　
　
実

◇
西
杉
尾

正
　
来
田
　
融
二

副
　
包
末
　
文
博

◇
東
杉
尾

正
　
和
木
　
啓
年

副
　
白
井
　
修
平

◇
山
の
神
上

正
　
大
熊
　
正
臣

副
　
大
熊
　
俊
司

◇
山
の
神
下

正
　
来
田

　
　
清

副
　
酒
井
　
正
教

◇
樋
ノ
本
東

正
　
樋
口

　
英
司

副
　
佐
藤
　
謙
司

◇
樋
ノ
本
西

正
　
杉
﨑

　
隆
雄

副
　
川
本

　
章
司

◇
鴨
庄
南

正
　
石
井

　
偉
裕

副
　
河
本
れ
い
子

◇
鴨
庄
西

正
　
蒲
生
　
洋
光

副
　
麥
居
　
義
彦

◇
鴨
庄
中

正
　
安
藤

　
光
男

副
　
岩
谷

　
　
宏

◇
鴨
庄
北

正
　
大
石
　
康
夫

副
　
綾
野

　
正
敏

〃
　
杉
﨑

　
弘
幸

◇
北
山
南

正
　
三
谷

　
恭
平

副
　
三
谷

　
信
也

◇
北
山
北

正
　
三
谷

　
秀
彰

副
　
篠
原

　
正
弘

◇
下
所
東

正
　
来
田

　
大
助

副
　
来
田

　
　
肇

◇
下
所
西

正
　
前
田
　
昌
廣

副
　
入
宮

　
　
勉

◇
宮
東

正
　
八
田
　
俊
文

副
　
杉
﨑

　
真
司

◇
宮
西

正
　
池
内
　
秀
暢

副
　
赤
尾

　
範
明

◇
安
藤

正
　
宮
﨑
　
祐
太

副
　
北
原

　
徳
子

◇
安
藤
南

正
　
岡
本

　
芳
夫

副
　
新
谷

　
孝
幸

◇
田
井

正
　
河
合
　
茂
樹

副
　
佃
　
　
幸
一

◇
田
井
北

正
　
井
上

　
博
樹

副
　
深
藪

　
正
明

◇
田
井
西

正
　
竹
林
佳
久
三

副
　
竹
林
　
和
久

◇
上
氏
部
東

正
　
竹
内

　
博
一

副
　
竹
内
　
幹
夫

◇
上
氏
部
西

正
　
山
内
孝
一
郎

副
　
井
上
　
直
樹

◇
大
美
場

正
　
髙
市

　
佳
和

副
　
福
家
　
幸
一

◇
大
美
場
二
区

正
　
溝
渕

　
義
信

副
　
奥
平

　
昌
信

◇
下
氏
部
東

正
　
川
田

　
　
勉

副
　
北
村

　
忠
三

◇
下
氏
部
中

正
　
土
居

　
政
博

副
　
秋
山

　
孝
幸

◇
下
氏
部
西

正
　
八
田

　
満
夫

副
　
土
居
美
代
子

◇
松
ノ
縁

正
　
樋
口

　
裕
亮

副
　
平
田

　
孝
志

◇
牛
の
子

正
　
工
藤

　
桂
雄

◇
鎌
田

正
　
那
須
　
敬
弘

副
　
惣
田
　
祥
嗣

与 

島

◇
浦
城

正
　
藤
本

　
寳
造

副
　
鎌
田

　
芳
男

〃
　
住
谷

　
峰
代

◇
塩
浜

正
　
藤
本

　
昌
幸

副
　
尾
﨑

　
隆
文

◇
穴
部

正
　
大
玉

　
道
男

副
　
平
本

　
　
清

◇
小
与
島

正
　
中
野

　
三
郎

◇
岩
黒

正
　
中
村
　
慶
一

副
　
岩
本

　
　
太

◇
櫃
石

正
　
池
田
　
　
勉

副
　
櫃
本

　
一
雄

〃
　
池
田

　
弘
明

◇
西
浦

正
　
近
藤

　
文
猛

副
　
見
勢

　

正

〃
　
岡
田
　
孝
一

◇
西
浦
南

正
　
東
條

　
一
一

副
　
濱
田
　
慶
二

〃
　
濱
岡
　
　
武

◇
竹
浦

正
　
空
本
　
高
則

副
　
向
井
　
賢
治

〃
　
久
保

　
貴
市

◇
北
浦

正
　
沖
田

　
義
貞

副
　
橋
本
　
良
彦

〃
　
西
原
　
恭
次

◇
本
浦

正
　
川
田
　
　
多

副
　
石
崎

　
　
智

〃
　
濵
田

　
幸
男

◇
沙
弥

正
　
浅
野

　
一
善

副
　
佃
　
　
豊
司

〃
　
濵
邊
奈
津
美

府 

中

◇
北
前
谷

正
　
西
川

　
　
哲

副
　
光
實

　
裕
晃

〃
　
小
比
賀
秀
樹

〃
　
住
友
　
良
一

◇
南
前
谷

正
　
羽
床
　
　
智

副
　
赤
澤
　
昌
二

〃
　
光
中

　
博
彦

◇
赤
尾

正
　
平
田
　
博
之

副
　
谷
口

　
利
己

◇
さ
つ
き
ケ
丘

正
　
武
村
　
佳
尚

副
　
木
村

　
清
美

〃
　
日
裏

　
貴
浩

◇
新
宮

正
　
平
田

　
正
仁

副
　
大
野

　
　
勝

◇
綾
坂
上

正
　
髙
見
　
則
幸

副
　
白
山
美
惠
子

◇
綾
坂
下

正
　
末
包

　
浩
隆

副
　
城
山

　
明
美

◇
濃
峰

正
　
谷
本
　
久
資

副
　
細
谷
　
　
学

◇
石
井

正
　
増
田

　
雅
也

副
　
大
林

　
勝
俊

〃
　
石
井

　
秀
人

◇
小
原

正
　
平
田
　
幹
男

副
　
細
谷
　
好
弘

◇
榿正

　
青
海
　
忠
市

副
　
松
本
　
大
輔

◇
横
山

正
　
原
田

　
正
博

副
　
榊
原
　
　
優

◇
額正

　
大
西

　
　
孝

副
　
三
木
　
正
信

〃
　
川
﨑

　
智
宏

〃
　
橋
本

　
清
春

◇
迯
田

正
　
赤
尾
　
康
造

副
　
土
居

　
静
夫

◇
青
山
台
団
地

正
　
谷
口
　
　
智

副
　
髙
木

　
　
正

〃
　
西
浦

　
智
洋

◇
城
山

正
　
川
西
千
代
美

副
　
吉
川

　
雅
博

◇
本
村

正
　
末
澤

　
直
人

副
　
平
尾

　
修
一

◇
本
村
北
谷

正
　
小
早
川
　
知

副
　
谷
川

　
佳
泰

◇
南
谷

正
　
松
本
　
正
一

副
　
岡
野

　
敬
三

◇
弘
法
寺
南

正
　
西
川
　
　
博

副
　
村
上
　
芳
弘

◇
弘
法
寺
北

正
　
入
江
　
一
徳

副
　
山
口
　
　
茂

◇
弘
法
寺
中

正
　
原

　
　
　
敏

副
　
髙
木
　
俊
幸

◇
弘
法
寺
西

正
　
真
鍋

　
卓
次

副
　
高
木
　
槇
夫

◇
城
山
団
地

正
　
中
西

　
寿
好

副
　
山
上
　
達
也

◇
府
中
団
地

正
　
大
西

　
裕
介

副
　
加
藤
　
　
勤

◇
西
福
寺
東

正
　
井
尻

　
定
雄

副
　
山
田

　
　
孝

〃
　
荒
井
　
時
男

〃
　
井
上

　
大
輔

◇
西
福
寺
西

正
　
吉
井
加
津
幸

副
　
木
村
　
幸
治

〃
　
山
田

　
信
生

〃
　
松
田

　
真
弥

◇
県
営
坂
出
府
中
団
地

正
　
川
田
絵
里
菜

副
　
森
末

　
忠
之

◇
桜
ケ
丘

正
　
尾
﨑
　
正
明

副
　
浅
井

　
保
博

◇
本
坊

正
　
尾
﨑
　
武
司

副
　
細
谷
　
浩
哉

川 

津

◇
井
手
ノ
上
西
一

正
　
佐
藤

　
壽
貢

副
　
天
竺

　
秀
美

◇
井
手
ノ
上
西
二

正
　
中
井

　
　
均

副
　
伊
藤

　
哲
史

◇
井
手
ノ
上
中

正
　
有
田
富
美
夫

副
　
中
井

　
勝
幸

◇
井
手
ノ
上
東

正
　
佐
藤
　
隆
信

副
　
荒
木

　
　
廣

◇
鋳
物
師
屋

正
　
入
江
　
正
憲

副
　
喜
田

　
　
武

◇
折
居
一

正
　
西
山
　
卓
志

◇
折
居
二

正
　
林

　
チ
ヨ
子

副
　
四
⻆
　
修
平

◇
折
居
三

正
　
林

　
　
和
見

副
　
裏
出
美
妙
子

◇
峠正

　
川
村

　
友
博

副
　
穴
井
裕
二
郎

◇
東
山
西

正
　
大
島

　
哲
仁

◇
東
山
東

正
　
十
川
喜
三
子

◇
東
春
日

正
　
多
田
羅
鐵
雄

副
　
工
藤

　
栄
子

◇
円
造
寺

正
　
林

　
　
末
弘

副
　
林

　
　
浩
子

◇
山
田
一

正
　
須
﨑

　
敏
秋

◇
山
田
二

正
　
河
田
　
正
昭

◇
春
日

正
　
好
井

　
一
夫

副
　
國
重
　
英
二

◇
緑
ヶ
丘

正
　
出
田

　
泰
三

◇
六
反
地
一

正
　
片
岡

　
輝
子

副
　
山
下

　
敏
恵

◇
六
反
地
二

正
　
梶
原

　
豊
子

副
　
好
井

　
麗
子

◇
六
反
地
三

正
　
谷
本

　
昌
浩

副
　
好
井

　
國
廣

◇
昭
和
通
り

正
　
田
邊

　
裕
明

副
　
谷
本

　
　
智

◇
中
原
西

正
　
横
井
　
武
雄

◇
中
原
東

正
　
鎌
田

　
伸
一

◇
蓮
尺
南

正
　
中
山

　
敏
幸

副
　
多
田
　
智
彦

〃
　
田
中
　
良
忠

◇
蓮
尺
北

正
　
岡
本
　
圭
子

副
　
岩
田
　
正
見

◇
下
川
津
山
田

正
　
山
下

　
正
弘

副
　
山
下
　
礼
子

◇
中
塚

正
　
福
﨑

　
勝
己

副
　
沼
野
　
新
吾

◇
中
塚
第
二

正
　
末
澤

　
　
光

副
　
高
岡
　
省
三

◇
弘
光
一

正
　
大
林

　
智
洋

◇
弘
光
二

正
　
大
東

　
昭
彦

◇
元
結
木

正
　
河
﨑
　
公
彦

副
　
蔵
本
　
　
豊

◇
西
原

正
　
茶
本
　
正
博

副
　
藤
本
　
勝
浩

◇
上
西
原

正
　
松
岡
江
利
子

副
　
西
川
　
雅
統

◇
西
又
一

正
　
髙
尾

　
勝
志

副
　
佐
藤
　
浩
二

◇
西
又
二

正
　
𠮷
田

　
昌
治

◇
西
又
三

正
　
井
上

　
　
淳

◇
西
又
四

正
　
明
見
　
芳
浩

◇
下
樋

正
　
中
川
喜
代
美

副
　
西
川
　
卓
治

◇
あ
け
ぼ
の

正
　
小
野

　
哲
司

副
　
蔵
本

　
道
徳

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
川
津

正
　
内
海

　
智
徳

副
　
有
田

　
英
司

◇
下
川
津
本
村
西

正
　
佐
古

　
一
博

副
　
宮
本

　
孝
彦

◇
下
川
津
本
村
中

正
　
蔵
本
　
豊
久

副
　
出
渕

　
　
毅

◇
光
上
西
原

正
　
日
野
　
　
忍

松 

山

◇
高
屋
町
塩
口

正
　
橋
田
　
　
茂

副
　
藤
川

　
昌
代

◇
〃
沖

正
　
蔦
　
　
泰
彰

副
　
吉
野

　
忠
良

◇
〃
下
所

正
　
井
上
　
隆
和

副
　
藤
原

　
忠
道

◇
〃
蚊
渕

正
　
瓜
生

　
敏
夫

副
　
東
山

　
京
史

◇
〃
原

正
　
阪
口

　
重
信

副
　
奥
原

　
敏
彦

◇
〃
松
井
南

正
　
大
井

　
　
修

副
　
安
部

　
忠
幸

◇
〃
松
井
北

正
　
林

　
　
重
敏

副
　
松
井

　
英
俊

◇
〃
上
屋
敷
西

正
　
山
本

　
敏
弘

副
　
三
野

　
和
宏

◇
〃
上
屋
敷
東

正
　
山
下
　
　
勝

副
　
川
﨑

　
　
徹

◇
〃
川
原

正
　
藤
澤
　
澄
夫

副
　
沖

　
　
忠
正

◇
〃
中
屋
敷

正
　
沖
　
　
秀
樹

副
　
堀

　
　
秀
彦

◇
〃
仲
畔

正
　
大
川
　
和
宏

副
　
木
下

　
敬
三

〃
　
松
浦

　
　
強

◇
〃
東
條

正
　
東
山
　
寿
男

副
　
植
松

　
文
雄

◇
〃
揚
北

正
　
保
井
　
利
夫

◇
神
谷
町
奥

正
　
竹
内
　
隆
一

副
　
中
村
　
一
信

◇
〃
第
一

正
　
高
橋

　
　
司

副
　
髙
橋

　
久
浩

◇
〃
第
二

正
　
河
合

　
宏
昭

副
　
綾
野

　
富
夫

◇
〃
第
三

正
　
吉
岡

　
　
優

副
　
鈴
木

　
良
子

◇
〃
第
四

正
　
大
江

　
省
三

副
　
井
上

　
直
樹

〃
　
土
居
　
忠
明

◇
〃
中
所

正
　
田
井

　
良
昭

副
　
谷
本

　
良
博

◇
〃
南

正
　
坂
下

　
　
博

副
　
三
谷

　
泰
生

◇
青
海
町
向

正
　
町
川

　
宗
司

副
　
井
上

　
知
己

◇
〃
上

正
　
松
下

　
光
男

副
　
西
山

　
量
朗

◇
〃
中
村

正
　
藤
井

　
正
和

副
　
山
﨑

　
健
三

◇
〃
北
山

正
　
冨
木
田
雅
男

副
　
綾
井

　
義
憲

◇
〃
鎹

正
　
川
井
　
英
生

副
　
川
田

　
耕
平

◇
大
屋
冨
町
新
川
南

正
　
松
江
　
邦
夫

副
　
松
浦

　
恭
和

◇
〃
新
地

正
　
高
橋

　
良
和

◇
〃
須
加
中
央

正
　
香
川

　
幸
夫

副
　
渡
辺

　
久
修

◇
〃
須
加
南

正
　
小
原
　
克
啓

副
　
香
川

　
浩
章

◇
〃
須
加
北

正
　
木
下
　
博
文

副
　
藤
井
　
　
聡

◇
〃
川
端

正
　
麻
生
　
克
也

副
　
髙
橋
　
安
彦

◇
〃
川
北

正
　
山
下

　
五
生

副
　
森
松
　
芳
雄

◇
〃
谷
西

正
　
吉
川

　
勝
仁

副
　
谷
　
　
和
親

◇
〃
谷
東

正
　
宮
﨑

　
康
仁

副
　
松
浦
　
重
利

◇
〃
中
南

正
　
品
地

　
秀
治

副
　
髙
橋

　
和
弘

◇
〃
中
北

正
　
中
数
賀
吉
久

副
　
髙
橋

　
秀
夫

王 

越

◇
東
分
第
一

正
　
泉

　
　
敏
彦

副
　
乃
坂

　
裕
二

◇
東
分
第
二

正
　
宮
下

　
　
功

副
　
中
井

　
昭
宏

◇
南
条

正
　
山
田

　
省
三

副
　
濵
崎

　
綱
隆

◇
西
分
第
一

正
　
木
渡
路

　
弘

副
　
森
田

　
孝
治

◇
西
分
第
二

正
　
向
畑
　
照
男

副
　
宮
本

　
隆
夫

◇
西
脇

正
　
高
橋
　
欣
次

副
　
佐
藤

　
　
勇

◇
浜
分
第
一

正
　
三
好
　
和
典

副
　
三
木

　
雅
嗣

◇
浜
分
第
二

正
　
東
原
　
治
夫

副
　
山
田
　
龍
二

◇
木
沢
一
区
西

正
　
森
本
　
康
則

◇
木
沢
一
区
東

正
　
北
山

　
　
眞

副
　
中
條
　
晴
之

◇
木
沢
二
区
南

正
　
川
井

　
道
雄

副
　
西
尾

　
泰
男

◇
木
沢
二
区
北

正
　
古
家

　
　
弘

副
　
石
垣

　
幸
徳

◇
木
沢
三
区
西

正
　
古
家

　
正
秋

副
　
金
生

　
雅
愛

◇
木
沢
三
区
東

正
　
古
家

　
政
晴

副
　
古
家

　
　
均

◇
木
沢
四
区
東

正
　
北
山

　
　
穣

副
　
古
家

　
　
昇

◇
木
沢
四
区
西

正
　
宮
本

　
孝
之

副
　
北
山
　
和
人
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くらしの

情報

古
文
書
講
座
・
新
版
坂
出
市
史
を
読
む
会

坂
出
市
史
編
さ
ん
所
（
☎
44
・
４
０
４
４
）

●
古
文
書
講
座

7
月
３
日（
土
）・
８
月
７
日（
土
）・
９
月
４
日

（
土
）午
後
２
時
〜

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
新
版
坂
出
市
史
を
読
む
会

7
月
17
日（
土
）・
８
月
21
日（
土
）・
９
月
18
日

（
土
）午
後
２
時
〜

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
講
座

イ
ギ
リ
ス
の
ゲ
ー
ム
に
親
し
も
う

坂
出
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
☎
44
・
５
０
０
０
）

8
月
４
日（
水
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

市
民
ふ
れ
あ
い
会
館

小
学
３
年
生
〜
大
人

紙
と
鉛
筆
だ
け
で
で
き
る
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

20
人（
申
込
先
着
順
）

２
０
０
円（
会
員
１
０
０
円
）

7
月
５
日（
月
）か
ら
受
付
開
始

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
観
葉
植
物
の
育
て
方
」

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所 

（
☎
45
・
６
８
２
０
、
43
・
５
２
１
３
）

7
月
11
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

番
の
州
公
園
管
理
事
務
所

15
人（
申
込
先
着
順
）　　

 

５
０
０
円

6
月
21
日（
月
）か
ら
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
込
受
付
中
。

講
師
：
洋
ラ
ン
栽
培
研
究
家 

大
山 

友
輝
規 

氏

講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

令
和
３
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

市
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
46
・
０
９
８
３
） 

香
川
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
（
☎
０
８
７
・
８
１
２
・
６
６
３
３
）

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
、現
在
製

造
所
等
に
お
い
て
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
作
業

に
従
事
し
て
い
る
か
た

4
，７
０
０
円

●
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
編

9
月
７
日（
火
）〜
10
日（
金
）

三
菱
ケ
ミ
カ
ル（
株
）香
川
事
業
所

各
日
と
も
75
人

●
一
般
編（
給
油
取
扱
所
編
含
む
）

12
月
２
日（
木
）

回
生
病
院

１
３
０
人

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
市
消
防
本
部
に
て
配
布

夏
休
み 

親
子
手
話
教
室

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
☎
０
８
７
・
８
６
８
・
９
２
０
０
）

7
月
25
日（
日
）①
午
前
10
時
〜
正
午
、

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、

③
８
月
18
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
）

親
子
15
組（
申
込
先
着
順
）

1
組
５
０
０
円

7
月
１
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始

香
川
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

市
政
策
課
（
☎
44
・
５
０
０
１
）

7
月
15
日（
木
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

市
民
ふ
れ
あ
い
会
館

「
終
活
と
法
」　　

 

無
料（
申
込
不
要
）

講
師
：
法
学
部
教
授 

肥
塚 

肇
雄 

氏

「
ま
ろ
っ
子
夏
休
み
宿
題
会
！
」
〜
お
に
い

ち
ゃ
ん
・
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
よ
う
！
〜

さ
か
い
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

ま
ろ
っ
子
ひ
ろ
ば
（
☎
35
・
８
１
１
９
）

8
月
７
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
内
の
小
学
１
年
〜
６
年
生

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
夏
休
み
の
宿
題
を
行
う
。

10
人（
申
込
先
着
順
）

五
色
台
自
然
楽
校
〜
水
鉄
砲
を
作
ろ
う
〜

 

休
暇
村
讃
岐
五
色
台
（
☎
47
・
０
２
３
１
）

8
月
１
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

五
色
台
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
ハ
ウ
ス

夏
の
森
歩
き
、
水
鉄
砲
を
作
ろ
う

無
料

7
月
29
日（
木
）申
込
締
切

着
替
え
・
軍
手
・
長
袖
長
ズ
ボ
ン
・
弁
当
・
帽
子

イ
ベ
ン
ト

坂
出
市
政
だ
よ
り
「
令
和
３
年
の
取
り
組
み
」

放
送
日
時　

7
月
25
日 （
日
）午
前
７
時
15
分
〜 

（
15
分
間
）

放
送
局　

西
日
本
放
送 （
Ｒ
Ｎ
Ｃ
）

自
衛
官
等
募
集

自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
☎
23
・
６
４
２
０
）

●
一
般
曹
候
補
生

9
月
16
日（
木
）〜
19
日（
日
）の
う
ち
１
日（
第
１
次
試
験
）

18
歳
以
上
33
歳
未
満

7
月
１
日（
木
）〜
９
月
６
日（
月
）

●
自
衛
官
候
補
生

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

18
歳
以
上
33
歳
未
満

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

坂
出
こ
ど
も
茶
道
教
室 

受
講
者
募
集

大
橋
記
念
図
書
館
（
☎
45
・
６
６
７
７
）

7
月
〜
12
月
の
全
６
回

大
橋
記
念
図
書
館

小
学
生
・
中
学
生（
連
続
受
講
可
能
な
か
た
）

15
人（
申
込
先
着
順
）

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

7
月
１
日（
木
）か
ら
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て

受
付
開
始

全
国
安
全
週
間

香
川
労
働
局
（
☎
０
８
７
・
８
１
１
・
８
９
２
０
）

坂
出
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
46
・
３
１
９
６
） 

　

香
川
労
働
局
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

を
安
全
週
間
と
し
て
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
事
業

場
に
お
け
る
自
主
的
な
安
全
管
理
活
動
の
促
進
を

図
り
、
労
働
災
害
防
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
香
川
労
働
局
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
相
談

市
立
体
育
館
休
館
の
お
知
ら
せ

市
生
涯
学
習
課
（
☎
44
・
５
０
２
５
）

　

天
井
お
よ
び
照
明
の
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

7
月
１
日（
木
）〜
９
月
30
日（
木
）

土
器
川
の
刈
り
草 

無
料
提
供

〜
堆
肥
・
飼
料
・
敷
わ
ら
に
〜

香
川
河
川
国
道
事
務
所 

土
器
川
出
張
所（
☎
22
・
８
３
１
８
）

7
月
よ
り
受
付
開
始
、
準
備
で
き
次
第
配
布

土
器
川
沿
川
全
域

提
供
条
件
に
同
意
い
た
だ
け
る
か
た

ロ
ー
ル
状（
重
さ
25
㎏
）

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

神
戸
植
物
防
疫
所
坂
出
支
所
（
☎
46
・
４
１
０
８
）

　

沖
縄
県
、
奄
美
群
島
、
ト
カ
ラ
列
島
お
よ
び
小

笠
原
諸
島
に
は
坂
出
市
特
産
の
金
時
い
も
な
ど
に

被
害
を
与
え
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
等
の
病
害

虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
病
害
虫
お
よ
び
そ
の
寄
主
と
な
る
植
物

の
移
動
は
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
沖
縄
県
等

か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
定
例
相
談
会

香
川
県
司
法
書
士
会
（
☎
０
８
７
・
８
２
１
・
５
７
０
１
）

7
月
17
日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

丸
亀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

一
般
相
談
、
法
テ
ラ
ス
相
談
、
成
年
後
見
相
談

30
分
無
料（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

第
１
１
7
回
さ
か
い
で
楽
市
楽
座
七
月
市

同
実
行
委
員
会
（
☎
46
・
２
７
０
１
）

7
月
18
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
3
時

駅
前
お
よ
び
そ
の
周
辺

10
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
予
定

※ 

出
店
者
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
希
望
者
も
随
時
募
集
中

み
ん
な
で
健
幸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
さ
か
い
で
事
務
局
（
☎
85
・
５
３
５
４
）

①
７
月
11
日（
日
）②
22
日（
祝
）

午
前
９
時
〜
正
午（
受
付
８
時
50
分
）

瀬
戸
大
橋
記
念
公
園 

西
駐
車
場
集
合

万
葉
の
史
跡
を
訪
ね
て
沙
弥
島
を
歩
く

（
さ
か
い
で
健
幸
マ
ッ
プ 

コ
ー
ス
㉓
）

１
０
０
円（
保
険
料
・
会
員
無
料
）

体
験
講
座「
鋳
造
体
験
し
て
み
よ
う
！
」

鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館
（
☎
46
・
２
２
７
５
）

7
月
31
日（
土
）①
午
前
11
時
〜
正
午
②
午
後

１
時
〜
２
時
③
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館

小
学
生
以
上（
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

①
②
③
各
先
着
６
人

５
０
０
〜
１
，３
０
０
円

7
月
１
日（
木
）か
ら
受
付
開
始

夏
の
星
座
を
独
占
！
天
体
観
測
会
in
森
林
公
園

満
濃
池
森
林
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
57
・
６
５
２
０
）

7
月
30
日（
金
）午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

満
濃
池
森
林
公
園 

森
林
学
習
展
示
館（
ま
ん
の
う
町
）

20
人（
申
込
先
着
順
）　

 

無
料

7
月
16
日（
金
）〜
20
日（
火
）

7
月
22
日（
祝
）午
前
９
時
〜
夏
の
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会（
入
門
課
程
）

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
☎
０
８
７
・
８
１
２
・
５
５
６
３
）

9
月
２
日
〜
12
月
16
日
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
全
13
回
予
定
）

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
）

8
人　
　
　

 

３
，１
０
０
円（
予
定
）

8
月
23
日（
月
）必
着

8
月
３
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら
説
明
会

が
あ
り
ま
す
。（
要
予
約
）

刑
務
官
採
用
試
験

高
松
刑
務
所
庶
務
課
（
☎
０
８
７
・
８
２
１
・
６
１
１
６
）

①
刑
務
Ａ
・
Ｂ
、
刑
務
Ａ
・
Ｂ（
武
道
）

②
刑
務
Ａ
・
Ｂ（
社
会
人
）

9
月
19
日（
日
）（
第
１
次
試
験
）

①
平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
か
た
②
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
７
月
20
日（
火
）午
前
９
時

〜
29
日（
木
）（
受
信
有
効
）

海
上
保
安
学
校
・
大
学
校
学
生
募
集

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
整
備
課
（
☎
49
・
３
３
６
６
）

●
海
上
保
安
学
校

9
月
26
日（
日
）（
第
１
次
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
７
月
20
日（
火
）〜
29
日（
木
）

●
海
上
保
安
大
学
校

10
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）（
第
１
次
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
８
月
26
日（
木
）〜
９
月
６
日（
月
）

試
験
・
募
集

水
道
の
漏
水
に
つ
い
て
の

 

お
問
い
合
わ
せ

・
納
期
限
は
、
８
月
２
日
（
月
）
で
す
。

・
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
お
支
払
い
は
、
便
利
な
口
座
振
替
で
。

固
定
資
産
税
※ 

2
期

国
民
健
康
保
険
税
※ 

1
期

介
護
保
険
料 

1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

1
期

※
の
付
い
て
い
る
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
支
払
え
ま
す
。

香
川
県
広
域
水
道
企
業
団 

中
讃
ブ
ロ
ッ
ク

統
括
セ
ン
タ
ー 

坂
出
支
所
（
☎
46
・
４
３
０
０
）

道
路
上
お
よ
び
道
路
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
の

間
で
漏
水
し
て
い
る
場
合

お
知
り
合
い
の
水
道
業
者
ま
た
は

坂
出
市
上
下
水
道
工
事
業
協
同
組
合

 

（
☎
45
・
４
６
３
３
）

メ
ー
タ
ー
か
ら
家
庭
内
の
各
蛇
口
等
ま
で
の

間
で
漏
水
し
て
い
る
場
合

テ
レ
ビ
広
報
番
組
の
お
知
ら
せ

テ
レ
ビ
広
報
番
組
の
お
知
ら
せ

放
送
終
了
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
配
信
中

15 14広報 さかいで2021. 7

新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、掲載イベント等の開催を中止・延期する場合があります。



僕たち瀬居中バド
ミントン部には、3年
生2人、2年生2人、1
年生2人、合計6人が
所属しています。部
員はみんな仲が良く、
それぞれの個性を生
かして、楽しく活動
しています。僕は部

長として、部員数が少なくても、効率のよい練習ができるよ
うに、日々気を配って頑張っています。
7月にある総体の目標は「今の1セットを取る」です。1セッ
トでも多く取れるよう頑張ります。そのために、自分の弱点
を知り、それを克服できるよう、互いに気付いたことをアド
バイスし合って練習を工夫しています。
そして、人としても大きく成長できるよう、努力を続けてい
きます。

瀬居中学校   
バドミントン部

部長 須鼻 泰生さん

行政相談
男女共同参画相談

21日㈬
10：00～15：00

市総務課
（☎44・5002）

人権相談 15日㈭
10：00～15：00

坂出合同庁舎3階
（☎44・5008）

定例農家相談   7日㈬
9：00～11：00

市農業委員会
（☎44・5013）

記帳指導相談
IT相談
経営相談
労務相談
金融相談
法律相談
創業相談
事業承継相談

21日㈬
13：00～16：00
10：00～16：00
　応相談 
13：00～15：00
　応相談 
14：00～16：00
10：00～16：00
10：00～16：00

商工会議所
（☎46・2701）

※商工業者を対象とした相談です。
 （要予約）

年金相談 第2 ㈭ （要予約）
10：00～15：00

本庁舎3階
※ご予約は、街角の年金相談センター高松
（☎087・811・6020）

家庭児童・女性相談 毎週 ㈪～㈮
8：30～17：00

市こども課
（☎44・5027）

障がい・療育相談 第2 ㈫
9：30～11：30

市ふくし課
※事前に電話で実施の確認を
　お願いします。

（☎44・5007）

手話通訳者設置 毎週 ㈪・㈬・㈮
8：30～17：00

市ふくし課
（☎44・5007）

育児相談 毎週 ㈪～㈮
8：30～17：00

子育て支援センター
みどり保育園内
きんかこども園内
まろっ子ひろば内
※9：00～17：00

子どもの発達相談 第2 ㈬（要予約）
①13：00～②14：30～

かがわ子ども・子育て支援センター
友愛館 （☎85・5277）

住宅耐震相談 毎週 ㈪～㈮
8：30～17：00

市建設課
（☎44・5011）

福祉総合一般相談 毎週 ㈪～㈮
9：30～12：00

坂出市社会福祉協議会
福祉総合相談センター

（☎45・1133）

法律相談（弁護士相談日）
※事前に福祉総合一般相談を受けてください

第3 ㈭
13：00～16：00

社会保険労務士相談 第1・3 ㈬
9：30～12：00

土地家屋調査士相談
（6・9・12・3月実施）

第2 ㈬
9：30～12：00

成年後見制度専門職相談
（弁護士・司法書士）
※3日前までに要予約

第2 ㈭
13：00～16：00

成年後見センター
坂出市社会福祉協議会内

（☎46・5038）

交通事故相談 毎週 ㈬・㈭・㈮*
8：30～17：15

交通相談所
勤労福祉センター内

（☎46・5511）
※ 相談日が変更となる場合あり。
＊ 第4㈮ 9：00～15：00は  
うたづ安全安心ステーションで  
出張相談を実施。

交通事故相談（弁護士相談日）
第2 ㈭・第3 ㈬
 （要予約）
9：00～12：00

教育相談 毎週 ㈪～㈮
9：00～17：00

少年育成センター
（☎46・2777）

（☎44・3930）
（☎46・8747）
（☎35・7374）

ヒント：5ページ

　はがきに、クイズの答え・住所・氏名・年
齢・広報誌に対する感想を書いてお寄せく
ださい。

応募の宛先
　〒762-8601 坂出市室町二丁目3番5号
　　　　　　   　市秘書広報課  宛

応募締切　7月9日（金）必着

　正解者の中から抽選で3名様に、図書
カード（500円分）を差し上げます。当選者
の発表は、賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。
先月号の正解　すくすく（22人のご応募をいただきました。）

ハンガリーのホストタウンとして、ハンガリーについて知識を
深めましょう！！

①バレーボール
②新体操
③カヌースプリント

待ちに待った東京2020大会がいよいよ今月か
ら開催されます。大会に先駆けて坂出市で事前
合宿が行われるのはどの競技でしょう。

坂出市で事前合宿が行われる競技はカ

ヌースプリントです。カヌースプリントと

は、波の少ない静水面の決められた直線

コースをカヌーで漕ぎ、そのスピードを競

う競技です。陸上競技の100m種目のよう

に横並びで一斉にスタートし、着順で勝

敗が決まります。かなりスピード感があり、

4人乗りだと時速30キロ（原付バイクの法

定速度）を超えることもあります。

正解…③カヌースプリント

警戒レベル４を

「避難 」  
 に一本化

障
が
い
を
つ
く
る
の
は
誰
？

附属坂出小学校
6年 平田 晴さん

「やさしい日本語」は、外国人にとって簡単でわかりやすい日本
語のことです。今月は、これまでに紹介したポイントを使って、や
さしい日本語に書き換えてみましょう。

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

に伝
つた

わる
 やさしい日

に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぼう

（1） 欠席 （2） 登校  （3） 土足厳禁
（4） お宅 （5） どちら （6） いらっしゃる
（7） ～と申します  （8） キャンセルする
（9） ウォーキング  （10） セルフサービス
（11） 大雨警報が出ています。
（12） R3/7/10は、授業参観があります。

（1） 休
やす
む （2） 学

がっ
校
こう
に行

い
く （3） くつをぬいでください

（4） 家
いえ
 （5） どこ  （6） いる/行

い
く/来

く
る

（7） ～と言
い
う/です （8） やめる

（9） 歩
ある
く  （10） 自

じ
分
ぶん
でする

（11） 雨
あめ
がたくさん降

ふ
ります。気

き
をつけてください。

（12） 2021年
ねん
7月
がつ
10日

にち
は、お父

とう
さん、お母

かあ
さんが授

じゅ
業
ぎょう
を見

み
ます。

ポイント

附
属
坂
出
小
学
校
で
は
、
放
送
朝
礼
の
際
、
坂
井
校
長
先
生

が
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
世

の
中
に
は
、
足
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
耳
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
校

長
先
生
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
私
は
、
障
が
い
は
誰
が
つ
く

り
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

私
は
、
自
分
中
心
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
て
い
る
人
が
、
障

が
い
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
障
が

い
が
あ
る
人
が
自
分
ら
し
く
生
活
し
よ
う
と
し
て
も
、
周
囲
の

理
解
が
な
い
と
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
気
付
い
た
か
ら

で
す
。

校
長
先
生
が
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
ビ
デ
オ
の
中
で
、
最
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
砂
浜
で
お
城
を
作
っ
て
い
る
男
の
子

が
、
車
椅
子
に
乗
っ
た
友
達
の
た
め
に
ス
ロ
ー
プ
を
付
け
足
す

動
画
で
す
。
仲
良
く
関
わ
る
二
人
の
姿
を
見
て
、
障
が
い
を
な

く
す
た
め
に
大
切
な
心
に
つ
い
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
心
と
は
、
相
手
の
思
い
を
大
切
に
し
、
そ
の
思
い
を
実

現
す
る
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
心
で
す
。
誰

も
が
同
じ
景
色
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
が
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
動
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
差
別
や
偏
見
の
な

い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

障
が
い
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
は
、
周
り
に
い
る
私
た
ち

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
考
え
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
進
ん
で
実
行
で
き
る
人
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ガブリエッラさん
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新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、
掲載イベント等の開催を中止・延期する場合があります。



小学生向け 一般向け 一般向け

5月1日～31日 （ご遺族の申込みにより掲載しています）

vol.109

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で

備
蓄
上
手
に
。

問合先▷ 市職員課危機監理室（☎44・5023）

防災ひとくちメモ  今月の放送は 7日・21日（水）pm0：07～、7：07～（FM SUN 76.1Mhz）

開館時間 9：00～17：00（月曜日休館）/入館無料

ライオン㈱オーラルケアマイスター
平野 正徳  さん

&
プロジェクト通信

「キレイキレイのまち 坂出」

休 館 日
  5日㈪
12日㈪
19日㈪
26日㈪
30日㈮

「総入れ歯」を外したあとの
お口のケア

歯ぐきや舌のケアもしましょう
　自分の入れ歯をきちんとお手入れしている人でも、つい
忘れがちなのが「入れ歯を外したあと」のお口のケア。
　毎日使う入れ歯と同様、自分のお口のケアも大切です。

「総入れ歯」を外したあとのお口のケア
1. 頬の筋肉を強く動かしながら口をすすぐ
総入れ歯のかたのお口のケアの第一は、「口すすぎ」で
す。ただし、2～3回クチュクチュと軽くすすぐだけで
は不十分です。頬の筋肉を使って、右、左と強く動かす
のがおすすめです。

2. 上あごの粘膜や歯ぐきなどをブラッシングする
口をすすぐことに加え、普段、入れ歯で覆われている上
あご（口蓋部分）や歯ぐき、頬の内側の粘膜などを、「や
わらかめの歯ブラシ」や「粘
膜ケア用ブラシ」などで、や
さしくブラッシングするこ
とが大切です。歯ぐきは
マッサージするように清掃
し、舌苔（ぜったい）が付
いている場合は舌も清掃し
ましょう。

と　き 地　区

1日㈭ 川 津

2日㈮ 東 部

6日㈫ 府 中

7日㈬ 加 茂

8日㈭ 金山・江尻

9日㈮ 附 属

13日㈫ 松山・王越

14日㈬ 瀬 居

15日㈭ 府 中

16日㈮ 西 庄

20日㈫ 島しょ部

21日㈬ 林 田

28日㈬ 東 部

むくみや肩こりなど巣ごもりにおこ
りがちな不調に効くレシピや、買い
物の回数を少なくするコツなど、参
考になるアイディアが満載です。

巣ごもりごはん便利帳　～週2回の
買い物でできる不調ケアレシピ～
ちづか みゆき 著 / 翔泳社

最近注目が集まっているソロキャンプ。
道具選びから焚き火のやり方、簡単な
キャンプ飯まで、女性ならではの目線
でわかりやすく紹介されています。

はじめよう！ 
ソロキャンプ

森 風美 著 / 山と渓谷社

高級食材として人気のウニ。世界に約
1000種類もいることや、歯はあるけ
ど脳や心臓がないってほんと？！驚き
の“ウニLife”をのぞき見しよう！

たんけん！ 
ウニすいぞくかん
ともなが たろ 絵 / アリス館

＊さかいで131おとめ隊とは市女性職員有志による防災チームです。

さかいで131おとめ隊*
吉﨑　裕子（広域水道企業団）

6日㈫ ブッ クスタート（場所：地域保健センター）13：30～

図書館による「2→1」ハッピーセット展

3日㈯ 子ども映画の会 14：00～

〃 英語よみきかせ 15：00～

9日㈮ としょかんカンガルータイム 10：00～

10日㈯ おはなし会 14：00～

14日㈬ わらべうたであそぼう 10：30～

17日㈯ おはなし会 11：00～

21日㈬ 天体観察会 19：30～

24日㈯ 紙芝居の会 11：00～

25日㈰ 読書会bibluv 10：00～

28日㈬ 子ども映画の会 10：30～

29日㈭ 太陽黒点観察会 10：00～

毎週㈫・㈯ ぱそこん寺子屋 9：00～

毎週㈰ にほんご＠坂出（第5日曜は除く） 14：00～
で

貸出
ランキング
（令和2年11月～令和3年4月）

1 銭天堂 14
 廣嶋 玲子 著

2 しずくちゃん 26
ぎぼ りつこ 作

3 水族館のサバイバル 2
ゴムドリco. 著

4 モデルに聞いたこわい話（部活編）
カオル 著

5 ポケモンをさがせ！ダイヤモンドパール
相原 和典 絵

予約の多い本（児童）

個展　千田豊実展「描き続ける」
会　期　7月31日㈯～8月22日㈰
さぬき市在住の女流画家による現代美術展。約20
年間の抽象や半具象系絵画、演出家仙石桂子との
映像によるコラボ作品などを紹介。（有料展）

郷土の作家シリーズ⑩

会期　開催中～7月18日㈰

県内の22書道団体から選抜された書家70人が出品。

推薦者
 小森 秀雲（前衛）
大西 きくゑ（かな）
青木 幽碩（漢字）
東原 吐雲（前衛）

問合先▷市 政 策 課（☎44・5001） 
市けんこう課（☎44・5006）

第22回　「書の美」

　災害時に備えて非常食を準備したけれ
ど、気が付くと賞味期限切れに。そうなら
ないために、おすすめの備蓄法「ローリン
グストック」をご紹介します。

いつも食べている食品を多めに買う 
 

古いものから食べる 
 

食 べ た 分 を 補 充

　これだけですが、賞味期限切れを防ぎ、
災害時に、食べたことのない非常食だけで
なく、普段から食べ慣れた食事を取ること
ができます。

　食品だけでなく、トイレットペーパーや
サランラップ、カセットボンベ、おむつ、
ミルク、生理用品なども、自分や家族の生
活に合わせてローリングストックしておき
ましょう。災害時だけでなく、普段の生活
でも役立ちますよ！

図書館では夏休み期間中の毎週水・木・金曜日（祝日・休
館日除く）にイベントを開催します。申込や参加費は不要
です。詳しくはHP等でご確認のうえお気軽にご参加くだ
さい。

「楽（らく）」小森秀雲

「花の音シリーズ」

「にがっ」
坂出高校 2年　松波 沙和佳さん

市内の高校写真部より毎月とっておきの1枚が
届きます。来月は坂出商業高校！

＜やさしくブラッシングする部分＞

備蓄する食料が古くなってしまわない
よう、必ず1番古いものから使うこと。
買ってきたら右側に置いて、左の古い
ものから使う、などルールを決めて、上
手く循環させましょう。

必ず補充する。災害はいつ起こるか分
かりませんので、早め早めに補充する
ようにしましょう。

ポイント❶

ポイント❷
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新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、掲載イベント等の開催を中止・延期する場合があります。



場　所：地域保健センター （☎45・7437）
問合先：市けんこう課 （☎44・5006） 市けんこう課   （☎44・5006）

市立病院糖尿病内科部長
  大工原  裕之  先生

健康教室

☎A＝市けんこう課（☎44・5006）B＝市地域包括支援センター（☎44・5091）Ｃ＝市立病院（☎46・5131）

休日当番院

食
道
が
胃
に
つ
な
が
る
部
分
の
筋
肉
（
食
道
下
部
括

約
筋
）
が
胃
酸
の
逆
流
を
食
い
止
め
て
い
ま
す
が
、
何

ら
か
の
影
響
で
逆
流
す
る
と
「
逆
流
症
」、
そ
の
結
果
、

炎
症
が
起
き
る
と
「
逆
流
性
食
道
炎
」
に
な
り
ま
す
。

胸
焼
け
は
胃
食
道
逆
流
症
の
典
型
的
な
症
状
で
、
実

に
不
快
な
症
状
で
す
。
時
に
は
狭
心
症
と
間
違
え
る
よ

う
な
疼
痛
や
、
灼
熱
感
と
い
う
程
ひ
ど
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
強
い
酸
で
あ
る
胃
酸
が
食
道
に
逆
流
し
て
起
き

る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
す
。
胃
壁
は
胃

酸
に
耐
え
ら
れ
て
も
、
食
道
粘
膜
は
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。大

食
い
や
早
食
い
の
習
慣
が
食
道
下
部
括
約
筋
の
働

き
を
弱
め
て
し
ま
い
ま
す
。
夜
遅
く
に
食
事
を
し
て
食

べ
て
す
ぐ
寝
る
よ
う
な
生
活
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
食
事
の
内
容
も
、
肉
な
ど
脂
肪
分
の
多
い
食
事
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
の

カ
フ
ェ
イ
ン
な
ど
も
逆
流
を
起
き
や
す
く
し
ま
す
。

た
だ
、
普
通
の
胸
焼
け
ま
で
は
「
放
っ
て
お
い
て
も

ま
ず
問
題
は
な
い
」
と
順
天
堂
大
食
道
胃
外
科
の
鶴
丸

昌
彦
特
任
教
授
は
言
い
ま
す
。
誰
し
も
多
少
の
逆
流
は

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
食
道
下
部
括
約
筋
が
時
に
緩
ま
な

い
と
、
ビ
ー
ル
や
炭
酸
飲
料
を
飲
ん
で
げ
っ
ぷ
も
出
な

い
し
、
食
べ
過
ぎ
な
ど
で
吐
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
症
状
が
ひ
ど
く
て
不
快
で
し
ょ
う
が
な

い
と
い
う
人
に
は
、
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る
制
酸
剤
が

処
方
さ
れ
ま
す
。
内
服
治
療
で
改
善
し
な
け
れ
ば
外
科

手
術
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※場所：かがわ子ども・子育て支援センター 友愛館2階

健幸ライフの第一歩は「食事」から！地域の食生活改善推進員
さんから、坂出ならではのヘルシーレシピを教わりました！

野菜の昆布和え

市民ふれあい会館 ☎

1日㈭
9：30～ 75歳以上

足指と足首を柔らかくしよう 池田 健康運動指導士 B
10：30～ 74歳以下

2日㈮ 14：00～15：00 ミュージック・ヒーリング（予約者のみ）野方 音楽療法士 B

7日㈬ 10：00～11：00 子育て世代のためのyoga教室※ 福岡 ヨガ講師 A

8日㈭
9：30～ 75歳以上

音楽に合わせて体操教室 尾島 健康運動指導士 B
10：30～ 74歳以下

16日㈮
9：30～ 75歳以上

ヨーガで心も体もリラックス 福岡 健康運動指導士 B
10：30～ 74歳以下

21日㈬ 14：00～15：30 あなたは大丈夫？オーラルフレイルをチェックしてみよう 歯 科 衛 生 士 B

21日㈬ 15：00～16：00 子育て世代のためのyoga教室※ 福岡 ヨガ講師 A

29日㈭
13：30～ 75歳以上

足指と足首を柔らかくしよう 六車 健康運動指導士 B
14：30～ 74歳以下

※ 子育て世代のためのyoga教室は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、託
児も含め10組まで（前日までに市けんこう課に予約）とさせていただきます。

勤労福祉センター ☎

2日㈮
9：30～ 75歳以上

脳とからだの若返り教室～コグニサイズ～ リハビリ専門職 B
10：30～ 74歳以下

14日㈬ 14：00～15：00 男性はつらつ教室 森 健康運動指導士 B

15日㈭
13：30～ 75歳以上

脳とからだの若返り教室～運動教室～ リハビリ専門職 B
14：30～ 74歳以下

Bの健康教室について、時間や内容が変更になる可能性があります。 
ご不明な点は市地域包括支援センターへお問い合わせください。

胸
焼
け
に
つ
い
て

市立病院の糖尿病教室、健康教室は中止します。

Bは市内在住の65歳以上のかた対象

集団がん検診 市けんこう課（☎44・5006）要予約  ※受診時はマスクの着用をお願いします。
すべてのがん検診については、予約を実施日の7日前までにお願いします。また、当日受診券がないかたは受診できません。

にんじんときゅうりはせん切りに
する。
1と塩昆布、ごま油を和える。

1

2

■にんじん 20g
■きゅうり 1本（150g）
■塩昆布 5g
■ごま油 小さじ1/2（2g）

ワンポイント！
野菜全般を使って、 
手軽にできる一品。

胃がん検診 子宮頸がん検診 乳がん検診 結核・肺がん検診

13日㈫ 8：30～ 地域保健センター
27日㈫ 8：30～川津公民館

5日㈪ 9：30～ 地域保健センター
12日㈪ 9：30～ 府中公民館

19日㈪ 9：00～ 林田公民館
10：30～ 西庄公民館

2日㈮ 9：00～ 地域保健センター
13：00～ 地域保健センター

7日㈬ 9：00～ 西庄公民館
11：00～ 加茂公民館

9日㈮ 9：00～ 地域保健センター
13：30～ 林田公民館

佐藤医院  駒止町（☎46・3387）
永井循環器内科医院  川津町（☎44・1177）
みのりクリニック  駒止町（☎59・0082）

4
日（
日
）

伊藤内科消化器科クリニック  川津町（☎44・1930）
西山脳神経外科病院  加茂町（☎48・3366）

23
日（
祝
）

回生病院  室町（☎46・1011）
11
日（
日
）

坂出市立病院  寿町（☎46・5131）
18
日（
日
）

富士クリニック  宇多津町（☎49・7576）
つざき内科クリニック  林田町（☎47・0130）
井上胃腸科肛門科クリニック  宇多津町（☎49・1700）

22
日（
祝
）

聖マルチン病院  谷町（☎46・5195）
25
日（
日
）

実技 講話

つくりかた

材料（2人分）

広報さかいでに広告掲載を希望されるかたは、
西日本放送サービス株式会社 西讃支社（☎0877・25・5558）までお申し込みください。
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第9回さかいでの四季フォト コンテスト

くまじろうちゃん
投稿者  吉本さん  

（久米町二）
お散歩だいすき♪♪

国際理解講座にジャワ舞踊家の大石麻未さんと
インドネシア出身のゲストをお招きし、インドネ
シアの文化について紹介していただきました。参
加者たちは、大石さんの気品に満ちたジャワ舞
踊に魅了され、インドネシア語を使ったゲームや
ゲストによるラマダン（断食月）のお話などを通
じてインドネシアをより身近な国に感じることが
できました。

坂出人工土地の屋上庭園でローズフェスタ2021が
開催され、美しく咲き誇った約80品種120株の色
とりどりのバラが訪れた人たちを楽しませました。

万葉の島沙弥島でお茶会が開催されました。参加者はお茶とお菓
子を味わい、その後に茶器に刻印されている柿本人麻呂の詠んだ
長歌の一節を順に読み上げ、万葉の風情を味わいました。

坂出緩衝緑地東大浜地区に整備していた広場が完成し、完成除幕式と愛称募集の
優秀者への表彰式が行われました。「まろっこパーク」の愛称となった広場は、新
たに芝生広場やキッチンカーの出店が可能なスペースが整備され、これから幅広
い世代の憩いの場となることが期待されます。

よみきかせ会などの子供の読
書活動に対して、「大橋記念図
書館友の会」が令和3年度子
供の読書活動優秀実践団体文
部科学大臣表彰を受け、報告
会を行いました。

楽市楽座　＠JR坂出駅前
※最新のまろの予定は、 
　市ホームページ「まろの部屋」で見てね。

締切

7
9

投稿写真募集中！
募集内容
・アイドル（1～2歳頃のお子さま）
・ペット・キャラ弁・自慢の逸品

記入事項
住所／氏名（ペットの名前）／生年月日／
電話番号／コメント（24文字以内）

申込方法（郵送・メール・持参どれでもOK！）
〒762-8601
香川県坂出市室町2-3-5
hisyokouhou@city.sakaide.lg.jp

☎44・5000

TEAMさかいでまろ委員をTEAMさかいでまろ委員を
募集しています募集しています

（7月7日（水）締切）

市産業課にぎわい室　☎44・5015

通り道（金﨑修一） 始業式の思い出（山本明宏） 峠道（寺西信義） 秋雨（松波沙和佳）

氷点華（香西浩） 農家の朝（中井憲一） 夕つくろい（小豆恒夫） 青空と白い資料館（尾﨑浩昌） 海を渡る（梅舎正敏）

『第9回さかいでの四季フォトコンテスト』の入賞作品をご紹介します。

さみねのしまみさみみみみみみささささみみみみささささみさみさみみさみささみささみさみさみさみさみさみさみさみみさみささみさみさささささささささささささ ねのねのねののねのねねのねのねのねのねのねのねのねのねののねねねのねのねのねのねのねののねののねのねねねねね ししまししししままままししししまましまししまししましましまましまましましまましましままささみさみさみみさみさみさみみみみささみみ ののねのねのねのねねのねののねねのねのねのねののねのねののねのねねねね しましましまししししししましましままししまましましましまましましししししみさみさみさみさみさみさみさみさみさみさみさみさみみさみさみさささみみみみみみみみみみみみみねねねねねねねねねののねのねのねのねのねのねねねのねのねのねののののねののねねののねねののね しましましまししししししましましましましまししししししましししししましししましししましししししししままししししししましましまねねねねねねねねね ましましままましまままししままままさみねのしま

まちかど賞

四季賞

最優秀賞（一般の部） 最優秀賞（高校生の部）

坂出港振興協会賞 坂出市観光協会賞 KBN香川テレビ放送網賞
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5
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6月1日現在　（　）内は前月比
人口 50,119人（-77）
男 23,936人（-33）
女 26,183人（-44）

世帯 21,382世帯（-40）
（5月）
出生 22人（3）
死亡 50人（-5）
転入 93人（-58）
転出 142人（-98）

交通事故 14件（死者0人）
救急 269件
火災 0件

火災に関する放送内容は
45・4949で

防災行政無線の放送内容は
85・6131で

ご確認いただけます。

※ 令和2年国勢調査の速報値を基本に、  
毎月の住民移動から推計した人口・世帯数です。

健Ｓ市

4

坂出港西運河の奥
おく

湛
たん

甫
ぽ

、県道33号線のすぐ

北側の場所。木造の漁船と千当丸の廃船の

無残な姿が見られる。木造の建物は日清製

粉。この建物が今も残っていれば素晴らし

い観光素材だ。横の小さな桟橋から小麦粉

が機帆船に積み込まれて京阪神に運ばれて

いたそうだ。現在この場所は観光船乗り場

の南にある駐車場。昭和54年頃の撮影。

 坂出市観光協会

市民美術館の写真資料コレクションより

写真家 長田晴雄の視点 4

「千当海運の着く港」


